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第４回智頭町議会定例会会議録 

 

令和３年１２月９日開議 

１．議 事 日 程 

 第 １．議案第１０４号 令和３年度智頭町一般会計補正予算（第６号）の訂正 

             について 

 第 ２．会議録署名議員の指名 

 第 ３．一般質問 

 

１．会議に付した事件 

 第 １．議案第１０４号 令和３年度智頭町一般会計補正予算（第６号）の訂正 

             について 

 第 ２．会議録署名議員の指名 

 第 ３．一般質問 
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    １番 仲 井   茎        ２番 西 尾 寿 樹 

    ３番 岡 田 光 弘        ４番 藤 田 浩 祐 

    ５番 宮 本 行 雄        ６番 田 中   賢 

    ７番 谷 口 翔 馬        ８番 波 多 恵理子 

    ９番 安 道 泰 治       １０番 大河原 昭 洋 

   １１番 河 村 仁 志       １２番 谷 口 雅 人 

 

１．会議に欠席した議員（０名） 

 

１．会議に出席した説明員（１６名） 

   町 長   金 兒 英 夫 

   副 町 長   矢 部   整 

   教 育 長   長 石 彰 祐 

   病 院 事 業 管 理 者   葉 狩 一 樹 

   総 務 課 長   國 岡 厚 志 
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   企 画 課 長   酒 本 和 昌 

   税 務 住 民 課 長   矢 部 久美子 

   教 育 課 長   竹 内   学 

   地 域 整 備 課 長   迎 山 恵 一 

   山 村 再 生 課 長   山 本   進 

   地 籍 調 査 課 長   原 田 誠 之 

   福 祉 課 長   小 谷 いず美 
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   税務住民課参事兼水道課長   藤 森 啓 次 

   総 務 課 参 事   米 本 勝 彦 

   病 院 事 務 部 長   福 安 教 男 

 

１．会議に出席した事務局職員（３名） 

   事 務 局 長   柴 田 睦 子 

   書 記   岡 本 百 恵 

   書 記   寺 谷 圭 祐 

 

開 会 午前 ９時００分 

 

開 会 あ い さ つ 

 

○議長（谷口雅人）  ただいまの出席議員は１２名であります。 

  定足数に達しておりますので、直ちに本日の会議を開きます。 

  本日の議事日程についてお諮りします。 

  本日の議事日程の順番を変更し、日程第１、議案第１０４号 令和３年度智頭

町一般会計補正予算（第６号）の訂正について、を先に審議したいと思います。 

  ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（谷口雅人）  異議なしと認めます。 

  日程の順序を変更し、日程第１、議案第１０４号を先に審議することに決定し

ました。 
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日程第１．議案第１０４号 

 

○議長（谷口雅人）  日程第１、議案第１０４号 令和３年度智頭町一般会計補

正予算（第６号）の訂正についてを議題とします。 

  訂正理由の説明を求めます。 

  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  今定例会に提出しました、議案第１０４号 令和３年度智

頭町一般会計補正予算（第６号）についての議案を訂正いたしたいので、智頭町

議会会議規則第２０条第１項の規定により、議会の許可を求めるものでございま

す。 

  このたびの訂正につきましては、提案後に予算計上額の誤りが発覚したものに

よるもので、民生費の社会福祉費の繰越金を１５万４，０００円減額し、これに

伴い、歳入予算の繰越金を減額し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ７２億１，６

８８万３，０００円とするものです。大変申し訳ありませんでした。 

  以上、訂正の概要を説明しました。詳細については主管課長をもって説明させ

ますので、よろしく審議いただきますようお願いします。 

○議長（谷口雅人）  訂正理由の補足説明を求めます。 

  國岡総務課長。 

○総務課長（國岡厚志）  提案資料の１ページをご覧ください。 

  議案第１０４号 令和３年度智頭町一般会計補正予算（第６号）。 

  歳入歳出の総額に２億１０万２，０００円を増額し、それぞれ７２億１，６８

８万３，０００円と訂正するものです。 

  これは、先ほど町長も述べましたが、提案後に予算計上額の誤りが発覚したこ

とによるもので、補正予算書訂正資料のとおり訂正するものです。大変申し訳ご

ざいませんでした。 

  それでは、別に配付しております令和３年度１２月補正予算概要、訂正資料に

より説明をさせていただきますので、併せてご覧いただきたいと思います。補正

予算書の訂正資料１３ページ、概要は１ページとなります。 

  民生費の社会福祉費、社会福祉総務費では、国民健康保険事業特別会計操出金

を削除し、補正額１億２，０４０万２，０００円、計２億４，０３１万６，００
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０円となります。老人福祉費では、介護保険事業特別会計操出金を５２２万７，

０００円とし、補正額５２２万７，０００円、計３億４，４８０万２，０００円

となります。 

  以上、訂正後の合計補正額は２億１０万２，０００円となります。 

  歳入につきましては、予算書の訂正資料１０ページの前年度繰越金を３，１６

１万８，０００円とし、繰越金の補正額３，１６１万８，０００円、計で１億５，

２３５万円となります。これに関連して７ページ、８ページ、歳入歳出補正予算

事項別明細書、それと２ページから４ページの第１表歳入歳出補正予算書を訂正

しております。大変申し訳ございませんでした。 

  以上であります。 

○議長（谷口雅人）  訂正理由の補足説明は終わりました。 

  お諮りします。 

  ただいまの議題となっています、議案訂正について許可することにご異議あり

ませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（谷口雅人）  異議なしと認めます。 

  よって、議案訂正について許可することに決定しました。 

 

日程第２．会議録署名議員の指名 

 

○議長（谷口雅人）  日程第２、会議録署名議員の指名を行います。 

  会議録署名議員は、会議規則第１１８条の規定により、３番、岡田光弘議員、

４番、藤田浩祐議員を指名します。 

 

日程第３．一般質問 

 

○議長（谷口雅人）  日程第３、一般質問を行います。 

  質問者は、お手元に配付しているとおりです。 

  なお、一般質問は、会議規則第６１条第４項の規定により、一問一答方式によ

り行い、質問、答弁を合わせて４０分以内とします。 

  それでは、受付順に、これより順次行います。 
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  初めに、河村仁志議員の質問を許可します。 

  １１番、河村仁志議員。 

○１１番（河村仁志）  皆様、おはようございます。議長の許可を得ましたので、

通告に従って順次質問いたします。 

  さて、コロナウイルス感染症、現在はまた新たな変異株で戦々恐々の状態です。

今後、正月の休暇、帰省など、人の動きの活発な時期が過ぎてからの第６波の感

染拡大、違う形での広がりも懸念される中、今後本町においてもいろんな場面で

そういったことも盛り込まれていく事業が展開するかもしれません。 

  本日の質問です。現在の第７次智頭町総合計画は今年度末で見直し、新たなス

テージへと進み、智頭町第３期総合戦略へと関連していき、智頭町地域福祉計画

をはじめ、各分野の計画に反映されていくことだと考えています。金兒町政も１

年半経過、今回の質問は１年半の振り返りと、今後について関連した内容の質問

をしたいと思います。 

  金兒町長は、令和２年第２回定例町議会の所信で８つの公約を挙げられて、第

７次総合計画及び第２期智頭町総合戦略との整合性を図りながら、公約を計画的

に進められると述べられました。第７次総合計画は４本柱の基本計画があり、そ

の柱をもとに視点・方針が挙げられ、実施計画、各事業へとつながります。 

  ８項目の公約で第７次総合計画進行管理検証シート、横のＡ３版の資料になり

ますが、その一覧表での視点の部分から、本町が制定されたＳＤＧｓ未来都市計

画の持続可能な開発目標の、１７目標のゴール・ターゲット番号の１１住み続け

られるまちづくりが、町長が掲げられておられます公約の４項目が該当すると見

受けられました。このターゲット１１の住み続けられるまちづくりの視点から、

検証シートの一覧表の視点の部分から、健康・環境整備・仲間づくりの項目につ

いて、町長のお考えをお聞きしたいと思います。 

  １問目ですが、安全・安心に暮らせる健康長寿のまちづくりの基本理念で、方

針として智頭町ならではの自然やつながりで健康長寿な暮らしとあります。各地

区の森のミニデイ、集落ミニデイ、サロンなどの開催で地域とのつながりが１つ

の要因となり、要支援・要介護者の認定者数は増加の傾向もなく、この過去３年

間では一定数安定しています。要支援１から２は大体９０人から１１０人、１０

０人前後、要介護１から５の方が３８０人前後と認定者数は大きく増加していま

せん。介護認定者数も鳥取県内の市町村で３番目の低さとなっています。 
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  智頭ならではの人のつながり、地域・自治の強み、住民主体の通いの場として

の効果は顕著に数字として表れています。今後は、今以上に運営する地域の担い

手の高齢化、集落戸数の減少などの人材不足や持続可能な体制づくりなど、維持

や現状を踏まえ、ミニデイ、いきいき体操の開催など介護予防事業や健康長寿対

策は、課題解決を図りながらどのように進めていかれるのか、町長のお考えをお

聞かせください。 

  以下は、質問席にて行います。 

○議長（谷口雅人）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  河村議員の健康長寿対策についての問いということで、お

答えしたいと思います。 

  議員のご指摘のように、現在智頭町では高齢化がどんどん進んでいる状況であ

ります。そして、智頭町のピークというのは、これから５年後くらいということ

で智頭町では推計しているところであります。これまで高齢者が歩いて集うこと

のできる身近な集落単位で行える、いきいき百歳体操やミニデイといった居場所

づくりを行ってきて、介護予防と健康づくりを推進してきた結果というのが、今、

議員が言われましたように、要介護者の認定というのは介護保険計画ということ

で推計しているより、かなり少なく推移しているという現状があり、好結果だと

いうふうに思っております。 

  しかしながら、これから地域での担い手不足など課題も予想されることから、

地域へ出かけて暮らしを考える会を開催して、現在の状況を伝えるとともに、 

自分の事として考えていただけるような、そういった取組をしておるところであ

ります。 

  今年度の暮らしを考える会は、これまで地区に出かけておりましたけども、こ

の地区という大きな単位ではなく、各集落で行われているミニデイやサロン、こ

ういった少人数のグループに働きかけを行っているところであります。ここでは、

これからの健康で豊かな老後を実現するためにはどうすればよいか、自分たちで

できることや今できていることが、これからできなくなった際にそれにかわる新

たな方法、仕組みづくり、こういったことを考えていただいておるところであり

ます。 

  その中で、地域の居場所で集い、人とつながることが介護予防や健康につなが

っておりまして、このような場がこれからも必要だけども、誰かに担い手として
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支援をただお願いするということではなくて、できることを自分たちが集落の中

で続けていくということが重要だと、そういう意見が多く出ていることも現実に

あるわけであります。 

  こういったことを踏まえまして、今後も現状の取組を持続可能な取組としてい

くためにも何が必要なのか。これを行政だけでなく、住民と一緒になって考えて、

それぞれの地域で実現可能な形での継続を目指していきたいというふうに考えて

おります。 

  それぞれ地域というのは、それぞれ地域の特色がありますので、みんな同じこ

とにはならないと思います。その辺のところを地域の皆様と考えながら、その地

域に合ったやり方というものを模索していきたいというふうに考えております。 

○議長（谷口雅人）  河村議員。 

○１１番（河村仁志）  今、答弁の中で集落単位で、地区のその特色に合わせた

対応というものを今後、考えていきたいということで答弁いただきましたので、

やはりそういうことも大切なことだと思います。各地区集落においては、いろん

な状況も違いますので、そういったところを手当てしながらやっていただけたら

というふうにお聞かせ願いました。 

  智頭町の高齢化率は、先ほどちょっと触れさせてもらいましたが、令和２年１

０月時点で４２．３４％で、町民人口の中の大体２，５００人くらいの方だと思

います。高齢化率は県内で５番目の高さ、結構高い、１９市町村の中では高いほ

うですが、逆に要支援・要介護者の数は５００人程度ということで、先ほど少し

冒頭で述べましたが、介護認定者数は逆に鳥取県内で３番目の低さということで、

非常にいい数字といいますか、高齢者の方でいくと大体２０％にとどまっていま

すので、非常に今のいきいき体操とか、暮らしの会とか様々な方策が顕著に表れ

ているというふうに思います。認定者数の数も低く、いい状態だというふうに思

います。 

  このことは先ほども述べましたが、この状態を保つため１つの提案といいます

か、私なりの考えなんですが、これから冬期間などになりますと、ミニデイの会

場や集まりにくいことが表れてくるというふうに考えております。そういうこと

の中で、運動不足や対人的コミュニケーションが損なわれるということが想定さ

れるわけです。認知予防対策の１つとして、現在でも行われています告知端末の

声かけなどがありますけども、今、告知端末が新しいクラウド型のやつに変わっ
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ていく中で、例えば決めた時間に映像は無理かも分かりませんが、いきいき体操

などの音楽を流すとか、お話し、声かけを行っていくというようなことを何とか

システムの中に組み込んでいくことで、これから考えられる冬期間のひきこもり

防止の対策などを考えてみてはどうかと思いますが、町長、ここら辺はどのよう

にお考えですか。 

○議長（谷口雅人）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  新たな告知端末ということで、まだ整備はされていないん

ですけども、この考え方も、先ほど議員が言われたようなことも１つ案としてあ

るんですけども、この告知端末を使ったクイズであるとかゲームであるとか、そ

ういったことをできればというふうに考えています。 

  今、考えているのは実用可能になるかどうかは別としましても、案として考え

たのはゲームなんかで面白おかしくする中で、これの発展的な項目に次々いける

か、いけないか、それから記憶はどこまであるかということで、認知症の予防に

なるかもしれないというようなところがちょっと出ていますので、そういったこ

とも考えながら、そういうクイズ、ゲーム、いろんなやり方を考えて接すること

ができればと、１つの案としてはそういうことを考えています。 

○議長（谷口雅人）  河村議員。 

○１１番（河村仁志）  せっかく高くていい告知端末で、いろんなアプリケーシ

ョンが盛り込まれることが可能になると思っております。ひとつ、そういった部

分で認知症予防等も考えていっていただきながら、担当課の課長、皆さんと相談

し、この何とか認知症の介護数、これを低い状態を今後も３年ではなく、さらに

続けていっていただけたらというふうに思っております。 

  それでは次といいますか、先ほどの話の続きになりますが、やはり担当課の課

とか、生活支援サポーターや保健師さんと一緒に協力しながら、持続可能な介護

予防事業の展開を期待したいと思います。長寿ということが１つ健康で、健康が

長寿ということではなくて、若い方も巻き込んだいろんな健康な事業をこれから

もやっていただけたらと思います。 

  先ほどの健康の質問に関連してくる次の質問ですけども、智頭で暮らし続け 

るために高齢者の方や障がい者の方など、社会的弱者の日常生活の大きな課題と

なる通院・買い物などの移動手段の確保や買い物支援の充実など、住み慣れた地

域で住民同士が協働し、町民の安心して暮らせる智頭町らしいまちづくり、既存
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事業の継続と連携はもとより、今後小型コミュニティバスの導入や軽動車・小型

乗用車でのドアツードアのデマンド運行など、共助交通導入を進める中で、集落

細部の対応が難しい部分もあります。 

  現在でもすぎっ子バスがなくなるということで、明日にもなくなりそうなお話

を町内でお聞きする場面がありますけども、これもひとつ、ドアツードアで玄関

まで迎えにくるよと言えば、「本当に全部玄関まできてごせるんかいや」と思わ

れる。また、これも勘違いされる部分が出てくると思いますが、そういった細か

いドアツードア型の部分なども入れながら説明もしていただく必要があると思い

ますが、昨年度に作成された智頭町地域公共交通計画、環境整備の２問目の部分

では、環境整備はすなわちまちづくりそのもの、通学・通院、買い物・生きがい

づくりなどを中心とした町民の移動ニーズの対応や、現在バスなどがない交通空

白地域の解消、公共交通を活用した地域経済の活性化、さらには、町民や交通事

業者などの関係主体が連携して公共交通を支える仕組みを作ることで、町民皆様

がいきいきと安心して生活できるまちづくりの実現をすると記載されています。 

  町民の安心な暮らし・活動を支えるための環境整備として、地域公共交通は今

後重大な施策と考えます。共助交通の導入を図りながら実証実験後の取組・方向

性など体制運用はいつごろか、現在の進捗状況などを聞かせていただきたいと思

います。この部分は、環境整備の部分としてお聞かせ願いたいと思います。 

○議長（谷口雅人）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  先ほど議員が言われたとおり、本町では令和２年の３月に

智頭町地域公共交通計画を策定しまして、全ての人に寄り添える持続可能な交通

体系の構築を図るという、この方向性は既にお示ししているというとおりであり

ます。 

  運用につきましては、本町の強みである住民自治力を生かした住民ドライバー

による自家用有償運送と、新ＩＰ告知端末のデジタルを組み合わせた、この仕組

みづくりを進めておりまして、１１月１６日から１２月６日までの３週間の実証

実験を行いまして、総勢２２３名の方を輸送することができました。利用者から

は、「待ち時間も少なく便利だった」といった声、それから、ドライバーからは

「実際にやってみると思ったよりもスムーズに運行できた」といった声もありま

した。 

  しかしながら、まだまだ改善することは多くありますので、来年度は本格的運
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用に向けて、全町的なこの実証実験も再度行っていきたいというふうに思ってお

ります。本格運用に当たりまして、バスの運行管理組織といった、こういったも

のをしっかりと立ち上げるとともに、すぎっ子バスのスクールバス化、これがス

ムーズに運行できるか、この体制を整えた上でやっていきたいというふうに考え

ていますので、やはりもう少し時間がかかるんではないかなというふうに思って

おります。今、目標としておりますのは、令和５年４月の運行というものを目指

しておりますので、この時点において全ての人に寄り添える持続可能な交通体系、

こういったものができればというふうに考えています。 

○議長（谷口雅人）  河村議員。 

○１１番（河村仁志）  令和５年４月に運行に向けてということでありました。

現在もすぎっ子バス等、いろんなシルバーさんの輸送とかタクシーとか、いろん

な公共交通の組合せによって行っているところですけども、やはり皆さんの要望

を聞きながら、現在もその実証実験の中でいろんな課題を、私も運行を体験され

た方からもお聞きしました。「今後、自家用車で運行するのに本当に車の保証は

どうなるのか」とか、保険の部分とか、「うちは軽トラしかないのにどうやって

人を運ぶだいや」とか、様々な意見がある中で、やはりいろんな法律の関係もあ

ると思いますが、智頭町のほうで何台か軽自動車を持っていただいて各地区の公

民館等に置くとか、それを起点にした地区振興協議会のほうに管理をしてもらう

とか、車両運行安全管理者の件とかいろんなことも絡みますけども、そういった

ことも皆さんのほうからいろいろご意見いただいています。町長のほうもいろい

ろお話をお聞きだと思いますが、なかなか町で軽自動車を保有するという部分と

か難しいと思うんですけど、そこら辺どのように、お考えがあれば。 

○議長（谷口雅人）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  言われましたように、ちょっと先ほども触れましたけども

運行管理組織、これをどうやっていくか、直営でするというのはなかなか難しい

というか困難な状態でありますので、任意の会社にするのか、新たな会社組織を

つくるのか、いろんな形態があるんだろうと思います。 

  そして、今回ドライバーの方をお願いしているんですけども、どういった方が

ドライバーになってもらえるのか。今、たまたまこういう短期間の試行期間だか

らドライバーとして運行してもらえたということもありますし、この辺のところ

もずっとそのドライバーとしてやっていってもらえるのか、それから、今度は先
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ほど言われましたように車の大きさの件があります。 

  そして、今使っているすぎっ子バスをスクールバス化したときに、この運転手

をどうするのか。朝と夕方だけにするのかとか、その間はその運転手をどういう

形態でおってもらえるのか。それと、そのデマンド型とスクールバスとその競合

ができるのかどうか。こういったいろんな問題があるんだろうと思います。 

  ですので、ただ単に組織をどうするのかという、まだ先ほど言いましたけど明

確な答えが出ていないので、そういったことも踏まえて、来年度１年間かけて何

とか形をつくっていきたいなというふうに思っています。 

○議長（谷口雅人）  河村議員。 

○１１番（河村仁志）  実際のところが、実証運転しているということ自体を知

らない町民の皆さんもいらっしゃる。ここら辺のアナウンスの仕方ということも

非常に大切なことなのかなというふうに思っていますし、スクールバスになった

ときに、「私らスクールバスに高齢者は乗れんだろうか」とか、いろんなお話も

聞きますので、いろんな課題を今後片づけていきながら、皆さんに寄り添える公

共交通システムづくりを進めていっていただきたいと思いますけども、実際人口

は急減地域における特定地域づくり事業というものですね。総務省地域自立応援

課、地域振興室の資料などにも記載されています、運行体制のドライバーなども

マルチワーカー、要するに季節ごとの需要に応じた事業での担い手の確保も、１

つの手だてではないかというふうに総務省のほうの資料にも書いてございました。 

  ＡＩ共助交通のドライバーや輸送車両の課題も、告知端末がそもそも使えない

高齢者の方もいらっしゃるので、そういった端末が使えない人は、どういうふう

に頼んだら乗れるだいやっちゃな話もちょこちょこお聞きしております。智頭町

の方針としては、「一人ひとりの人生に寄り添えるまちへ」をどのようにシステ

ム化していくのかというところですけども、持続可能な交通体系の構築を行う上

でやはり人材確保、先ほどもおっしゃられましたけども、１つずつ片づけて需要

に応じたサービス提供、ルートの最適化などによる効率的なサービス提供などが

必要になると私も考えております。 

  １２月３日付の朝日新聞の１面の天声人語に掲載してありましたけども、山形

県南陽市沖郷地区地域公共交通運行協議会というものがございまして紹介してあ

りました。需要に合わせた負担の少ない運行形態・地域住民の負担金、ここも１

つの肝だと思います。地域住民の負担金により効率的な財政支出を実現して、持
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続可能なコンパクトパッケージを構築して運行を開始しておられるようです。そ

のことより国土交通省から表彰されたという事例が掲載されていました。 

  この記事を拝見させてもらいまして、本町の目指しているＡＩの共助交通とは

若干形態が異なるというふうに感じましたけども、この事案で今後大切なことな

のかなというふうに思ったのが、地域の公民館が、その沖郷地区ですけども、沖

郷地区の公民館が協議会の事務局となり、住民主体の協議を後方からサポートし

て、共通認識を住民が共に積み重ねて運行の土台を構築された点だと感じました。 

  要するに地域の方々が主体となって、自分たちがある程度の持ち出しした部分

の資金も持ち、どういう運行していくのかというのを地域の方が考えられて、そ

の後押しを自治体がされているという事例だったと思いますが、こういったこと

も今後は必要なのかなというふうに考えております。 

  やはり行政主体でのシステムで引っ張っていかれないといけないと思いますけ

ども、今後、先ほどの１問目の質問でもしましたが、人口減少や地域の集落の戸

数が減る中で、どういうふうに町長は今後、地域を巻き込んでいくようなことが

できるか、もしお考えがあればお聞かせ願いたいと思います。 

○議長（谷口雅人）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  最初の質問の中でもお答えしたと思いますけども、それぞ

れ地域なら地域の実情なり考え方なり、これまでの歴史文化、そういったこと、

それから人とのつながりとかいったものがあるんだろうと思います。今回のこと

を実施するに当たって、やはり既存の地区振興協議会の存在というものは大変大

きいと思います。先ほど言われましたところについては、地区公民館だというこ

とですけども、智頭町では地区振興協議会の方々をお願いしたやり方を、これか

らも進めていきたいなというふうに思っています。 

  ですので、基本的にはそういった方々と相談しながら組織づくりというものを

できればと思っております。ただ、これからも財政方向がどうなるかということ

がありますけども、できる限りは住民負担を少なくするような感じでやっていき

たいと。これをしたがために財政困難に陥ったということにはなりたくないとい

うのが大前提ですけども、それがために住民に負担をかけるというのも本末転倒

ではないかというふうに思っていますので、そういったことを基本路線でやって

いきたいと思っております。 

○議長（谷口雅人）  河村議員。 
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○１１番（河村仁志）  はい。地域を巻き込んでいろいろやってもらって、地元

の皆さんが問題化されて取り組んでいかないと、一部の人だけが一生懸命やられ

て、あとはみんながしようるだけいいがなという話は往々にしてあるもので、そ

ういった問題意識も地域の皆様に持っていただけたらなというふうに思います。 

  ですので、オペレーションセンターをどこに置くのかということや、車両基地

を何カ所かに分散するとか、いろんな取組を今後やっていかれると思いますけど

も、やはり智頭町全体の各地区で先ほど申し上げましたように、問題化していた

だいて、皆さんが寄り添ってやっていくことによって持続可能な公共交通、共助

交通ができると思いますので、そこら辺も踏まえてやっていただけたらなという

ふうに思いますので、そこら辺は強く希望したいと思います。 

  ３問目の質問に入ります。検証シートの冒頭申し上げましたが、Ａ３版の横の

検証シートの一覧表の部分の視点というところの次は仲間づくりということです

が、事業としてはゼロイチのさらなる発展とか、空き校舎等活用推進・活用研究

事業などが事業内容として挙げられています。その検証シートの一覧表を見ます

と、空き校舎等とかいいますか、仲間づくりの部分の事業のところの優先度が二

重丸と一重丸と三角でしたっけ、あるんですが一重丸ということで、余り優先度

が高くない状況が見受けられた部分の事業がございました。 

  各地区振興協議会の補助金ももうそろそろ終了です。今後は、自立に向けた運

営に向けて働きかけが必要になってくると考えられます。引き続き各地区との連

携強化を図りつつ、各地区の独自性を生かした活用・活性化が不可欠だと考えま

す。一般社団法人化することも必要だと思います。私も地元富沢のほうも一般社

団法人富沢というものを立ち上げております。 

  現在のコロナ禍の中で売上げの減少だったり、今後展開される事業で行われる

売上げの減少などの場合、やはり補助や借入れなどは役場行政の手当だけを継続

的に頼ることはなかなかできませんし、今後も成り立っていかないと考えており

ます。ただ、各地区共通の課題ですが、担い手の育成といいますか、地域を巻き

込んだ動きが必要なのではないかというふうに考えております。 

  先ほど少し触れさせてもらいましたが、一部の地区の役員がリーダーシップを

発揮して、あとの皆さんはそのもんやがしようるけえええがなあというようなこ

とではなくて、協力し合いながら取り組む。例えばですけど、那岐小学校の利活

用なども現在改築が始まっていると思います。この改築が今の時期いいのか悪い
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のか、アフターコロナを見据えて動き始め今から準備するのか、整えていくのが

いいのかというようなことはさておいてですが、取り組む姿勢の問題です。 

  振興協議会とは別の、那岐地区の若者主体の形態で運営されるこのような体制

が、今後は必要になってくるのではないかと感じています。実際私の富沢のほう

も活用させてますが、外部人材育成を使っての事業展開、こういったことも助言

していただきながらやっていかれるように聞いております。こういった那岐地区

のような新しい若者主体でやっていく、こういったことも今後は必要なことでは

ないかというふうに思います。 

  私もただ物事を反対して反対意見だけを述べるのではなくて、おのおのが参画

してどういった仲間づくりができるのか、どういった地域づくりができるのか、

反対するばかりは誰でも言いますので、自分なりの俯瞰なり提案をしながら、そ

の地区にどういうふうに向き合っていくことができるのか。そういったことがや

はり仲間づくりの１つと考えられます。 

  みんなが１つのよい方向に導くことが、やはり地域力の向上などに寄与してい

くと私は考えています。高齢化、人口減少が進む中で活動を広げる仲間づくり、

小さなつながりを幾重に重なるコミュニティは、地区振興協議会などの各地区団

体、財産区、公民館なども加えた連携を含め、今後どのような施策で進めていか

れるのか、町長のお考えをお聞かせください。 

○議長（谷口雅人）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  各地区団体などの連携についてということでの質問だと思

います。基本的には、本町の強みである住民自治、これの力を支えていただいて

いる、この現状は地区振興協議会が基本となっているんだろうというふうに思い

ます。町内にある団体などがより一層連携を図ることで、住民自治の強化及び推

進につながるとともに、持続可能なまちづくりの強固な基礎となる、これが基本

であると皆さん認識しておられるんだろうと思っております。 

  しかしながら、議員ご指摘いただいたような後継者育成というのは、喫緊の課

題であるということであると同時に、それだけをにらんでいいのかという思いが

あります。基本的には、なぜそういったことを言うかというと、やはり簡単に世

代交代、世代交代といってもすぐ結果が出るような状況というのは、いろんな地

区でさっさとできる状況でないということは皆さんもご存じだと思いますし、ご

理解していただいていると思います。１つの方策として今年度から多世代のつな
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がりが新たな世代融合を生み出す循環型まちづくり推進事業というものをやって

おりまして、その中でまちのコイン「てご」、この導入やそれから、外部人材の

活用による人材育成の支援、こういったものを進めているところであります。 

  これらの取組によりまして、困りごとの相談やお手伝いが容易にできるという

仕組みづくりや、地域で活躍する人材育成を行うことで、地域内外そして多世代

での活動を促進する活動人口の増加、これを目指しておるところであります。単

なる世代交代、後継者育成、こういった視点ではなくて、多世代が交わる世代融

合、こういったものが実現できればいいなということで考えております。 

○議長（谷口雅人）  河村議員。 

○１１番（河村仁志）  多世代、外部人材ということで、私が関りを持っていま

す富沢のキクラゲも、担当課の課長のほうからお話をいただいて、今、外部人材

の活用ということでバイヤーさんとの話をつなげて、事業展開して、これから販

路が少しずつ広がっていく可能性も出てきています。そういったことの何も地元

だけが仲間づくりではなくて、いろんな広がり、関係人口のつながり、こういっ

たものがだんだん広がっていくのかなというふうに私も考えているところです。 

  最後ですけども、これも前回の一般質問で発言したかもしれませんので、重複

していたらということで失礼しますけども、昨年ですか、今後１０年間はハード

部門の事業、大きな箱物とかそういったものの事業は行わないよというお話をお

聞かせ願ったかと思います。 

  その中で、私は個人的に今後の５年から１０年の間で、先ほども町長が課題な

のでそんなに簡単にはいかないという部分のお話しもありましたが、やはり人材

育成、担い手というものが必要になってくるかと思います。私の地元のほうもな

かなか次の担い手が見つからなくて、ひいひい言っておるところが多いんですけ

ども、今後これも何とかしていかなきゃいけないなというふうに思います。 

  基幹産業の農林業など担い手や人材育成に特に若者が輝くまち、この間のワー

クショップの中でこういったテーマを掲げて、農林の校長先生等もお話を聞かせ

ていただきましたけども、こういったことがやはり大切だというふうに考えてい

ます。高齢化、人材不足、人材の材は材木の材とか材料の材ではなくて、今後は

財産の財、人財、宝になるような人も見つけていかなければいけないのかなとい

うふうに思っております。 

  持続可能な体制づくりなども今後の課題です。一番最初にお話ししたＳＤＧｓ
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１１のターゲット目標の中の住み慣れた地域で続けたいというところの部分で、

やはりアンケートにもありましたが、住み慣れた地域で住み続けたい、最後は自

宅で迎えたいなどのアンケートも福祉計画の概要の中で拝見しました。健康・環

境づくり・仲間づくり、どれ１つ欠けても事を成し得ないと考えております。 

  令和３年４月施行の今年の４月の施行ですけども、改正社会福祉法の概念の中

に「地域共通社会とは」ということで記載がありまして、それには、縦割り・支

え手・受け手という関係を超えて住民一人一人の暮らしと生きがい、地域を共に

作っていく社会とうたってありました。智頭町の第７次総合計画の将来像「一人

ひとりの人生に寄り添えるまち」と非常に合致します。 

  今後も総合計画を基本とした事業展開・人づくりに結びつくように、金兒町長

のリーダーシップで寄り添えるまちづくりができ上がると期待して、質問を終わ

りたいと思いますが、最後に何かおっしゃりたいことありますか。 

○議長（谷口雅人）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  先ほどちらっと言葉にありました、若者が輝くまち、当然

若者も輝いてもらわなきゃいけないんですけども、今、１８歳以下の子どもたち、

大体８００人ちょっとぐらいです。当然その若者も輝いてもらわなきゃいけない

んです。ただ、若者と一緒になって輝けるまちづくりというものをやっていきた

いというふうに思っています。 

○議長（谷口雅人）  河村議員。 

○１１番（河村仁志）  時間調整でちょっとふりますけどありがとうございまし

た。それでは、いろんな部分で金兒町長に期待して、私の質問を終わりたいと思

います。 

○議長（谷口雅人）  以上で、河村仁志議員の質問を終わります。 

  暫時休憩します。 

  再開は、議場の時計で９時５０分とします。 

休 憩 午前 ９時４５分 

再 開 午前 ９時５０分 

○議長（谷口雅人）  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  次に、大河原昭洋議員の質問を許します。 

  １０番、大河原昭洋議員。 

○１０番（大河原昭洋）  通告に従いまして、質問をいたします。 
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  政府はデジタル先進技術の普及を通じて、地方と都市の差を縮める目的でデジ

タル田園都市国家構想を進めようとしています。これは、地方からデジタルの実

装を進め、新たな変革の波を起こし、地方と都市の差を縮めていくことで、世界

とつながるデジタル田園都市国家構想の実現に向け、構想の具体化を図るととも

に、デジタル実装を通じた地方活性化を推進するためとされています。 

  先般、第１回目のデジタル田園都市国家構想実現会議が開催されており、現時

点では具体的な施策は示されていないようですが、内容としては、地方でデジタ

ル基盤を整備し、医療の充実やスマート農業、教育など地域課題の解決を支援す

る新たな交付金を創設するとされています。 

  一方で、平成２７年度に鳴り物入りで始まった地方創生でありますが、本町で

も人口減少に歯どめをかけ、２０４０年には５，０００人という一定規模の人口

を維持しようと智頭町版総合戦略を第１期、２期と策定し、施策とその具体的な

目標値を定め推進してきました。 

  そして、今回のデジタル田園都市国家構想においても、デジタル技術の活用に

より、地域の個性を生かし地方を活性化することで、地方への新たな人の流れを

創出しようとしています。 

  そこで１つ目の質問になりますが、７年が経過した地方創生とデジタル田園都

市国家構想の違いをどのように認識しているのか、町長の所見を伺います。 

  以下は、質問席にて行います。 

○議長（谷口雅人）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  大河原議員の質問にお答えします。 

  地方創生とデジタル田園都市国家構想との違いの認識ということについてであ

りますが、これは地方創生の一環であるというふうに考えています。このデジタ

ル田園都市国家構想というのは、岸田新政権による新しい資本主義実現に向けた

成長戦略の最も重要な柱というふうに位置づけて、先ほど議員も言われましたよ

うに、地方からデジタルの実装を進め、都市間格差の解消、業務の効率化や最適

化、利便性の向上、こういったことを図ることでこの地域の活性化を目指すとい

うことであります。この実現のための交付金は、既存の地方創生交付金事業に組

み込まれているということもあることから見ても、あくまでも基本は地方創生の

一環であるというふうに感じております。 

  以上です。 
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○議長（谷口雅人）  大河原議員。 

○１０番（大河原昭洋）  デジタル田園都市国家構想は、地方創生の一環である

ということで、一体的に物事が進められようとしているんではないかという趣旨

の答弁というふうに理解いたしました。 

  先般、地元紙に昨年実施されました国勢調査の確定値が公表されました。本町

では、５年前と比べてマイナス１０．２％の減少率で、６，４２７人という人口

減少がさらに加速しているということが明らかになりました。先ほど地方創生と

一緒なんだよというふうな答弁もありましたので、今回の結果を受けて、町長の

率直な感想をお聞かせいただきたいと思います。 

○議長（谷口雅人）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  率直な感想ということでありますけど、出た結果は結果と

して認めざるを得ないというふうに思います。ただ、余り望ましい結果ではない

と思っておりますが、実際、先ほど議員言われましたように、前回の２２年から

２７年の間の減少が７．３％でした。そして、それを上回る今回１０．２％とい

うことなんですけども、それ以前の１７年から２２年には１０．７％なわけです。

ですので、どんどんどんと減ってきているということではなくて、ジグザグの関

係になってきているんではないかと思います。 

  ですので、この２７から令和２年の関係の数字を前回の５年に置きかえて、マ

イナスのこの直線になるんだよということがないとは言いませんけど、それはな

いように、これからの施策を頑張っていきたいというふうに思っています。 

○議長（谷口雅人）  大河原議員。 

○１０番（大河原昭洋）  何とか、これからもしっかりとふんばっていくんだよ

というふうなことでございます。本当に地方創生始まりまして、まちも議会も地

方創生を推進して、それなりに移住定住策というものをしっかりと頑張ってきて

いたつもりでしたけども、今回の調査結果というのは非常に残念に感じておりま

す。 

  先ほど町長が言われましたように、５年前の調査ではマイナス７．３％の減少

率でありましたけども、今回１０．２％ということで約３ポイント悪化している

はいるんですけども、その前の１７年から２２年が１０．７％だったということ

で、やはりこれは、そのときそのときの数字ということに踊らされるのではなし

に、トータルで着実に一歩一歩いろんな定住策等々に勧めていくんだよというこ
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とになっております。 

  でも、それでも今回の減少率というのは１９市町村、鳥取県内にあるわけです

けども、その中のワーストの値になっているということになるわけですね。これ

は本当に。これはもう数字ですから、間違いないところだと思います。 

  確かに人口減少問題ということに関しましては、決定打も特効薬もない、非常

に厳しい課題ではあるというふうに思っておりますけども、今回のデジタル化の

流れに、地方創生をしっかりと組み合わせていくんだということでありますので、

これをてこに、デジタル化をてこに、いかに実効性のある社会減少、自然減少と

いうような対策が打ち出せるかということだろうというふうに思っておりますけ

ども、このことに関しての町長の見解はいかがでしょうか。 

○議長（谷口雅人）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  実際はデジタル化という目的については、その人口減少に

よる労働力を補う、あるいは中山間地域においての高齢者の支援、こういったこ

とを目的にということでデジタル化するわけでありますけども、そういったこと

のためにこのデジタルの中でのヒト・モノ・コトをつなぐためのこういったビッ

グデータ、これを利用することはできるんではないかと思いますけども、直接効

率化や最適化、利便性の向上を図るというものであるというふうに考えています

ので、実際このデジタル化というものが社会減であるとか、自然減であるとか、

そういったことに対応できるかといったら少し疑問な面があるのではないかとい

うふうに考えます。 

○議長（谷口雅人）  大河原議員。 

○１０番（大河原昭洋）  デジタル化によっていろんなデータを集積した中で、

それをいかに活用して地方創生に向かっていくかというようなことだろうという

ふうに思っております。まだまだこれからというふうなデジタル化ということに

関しましては、まだ正式に予算も確定しておりませんし、具体的な政策、それに

基づく施策というのも国のほうもまだ示されていない状況ですので、今後しっか

りとそういったところを考えながら、我々議会としても町執行部としても一緒に

取り組んでいきたいなというふうに思っております。 

  地方創生が始まったときには、地元の石破代議士が初代の地方創生大臣に就任

されて、これで我々地方の時代がやってくるというふうに大きな期待を抱いてお

りましたけども、現在では国も地方も、何かその熱量がちょっと冷めてきている
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ように感じているところであります。しかしながら、今回のデジタル化の波によ

って、再び地方活性化の機運が高まることを期待をしまして、関連して次の質問

に移らせていただきたいと思います。 

  デジタル技術を活用した本町の今後の活性化策として、現在足りていないもの、

今後必要とされているものは何だと考えているのか、町長の所見を伺います。 

○議長（谷口雅人）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  このデジタル技術による活性化の足りていないものという

か、必要とされているものについてのご質問でありますけども、さっと見て一番

足りていないというのは、技術に精通した人材だというふうに思っています。本

町では、キャッシュレスや地域交通などにも、デジタル技術を活用した施策を既

に実施しておるところでありますけども、今後、特に日常業務においてさらなる

デジタル化を推進していくには、やはり人材の確保、これが大きな課題だという

ふうに思っております。 

  この反面、デジタル化だけが地方創生を進める唯一無二のものだというふうな

感じも考えておりません。あくまでも人と人とのつながり、こういったものは、

デジタルに反するという言葉で使いますと、アナログだろうというふうに思って

おります。こういったことだから魅力につながっていくということもあるんだろ

うと思っていますので、これからまちの活性化というものについては、デジタル、

アナログ、こういったものを融合したやり方、こういったものが必要になってく

るんではないかというふうに考えております。 

○議長（谷口雅人）  大河原議員。 

○１０番（大河原昭洋）  現在足りていないものは人材確保、育成だなというふ

うな趣旨の答弁でしたので、ちょっと人材の件に関しては、この後で質問させて

いただきたいと思います。その前に、やはりデジタル技術がこれから進歩ずっと

ずっとしていっても、その恩恵を受けるための通信網の整備というのが遅れてし

まっては、これはこれで宝の持ち腐れになってしまいます。そういうことになる

と、まちとしても遅れをとってしまうことになりますので、今後デジタル社会に

必要であって不可欠ないわゆるインフラとして、通信網である５Ｇ基地局という

のが整備が急がれるというふうに思っておりますけども、そのあたりの見解はい

かがでしょうか。 

○議長（谷口雅人）  金兒町長。 
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○町長（金兒英夫）  ５Ｇということですが、５Ｇを提供するための基地局は、

基本的には民間事業が実施することが第一義であるというふうに考えております。

今、智頭町では通信大手１社、これがまちの中心部ではありますけども、限定の

範囲でありますけども、５Ｇも提供というものが実施されているところではあり

ます。 

○議長（谷口雅人）  大河原議員。 

○１０番（大河原昭洋）  確かに、民間事業が整備していくものであろうという

ふうには思っておりますけども、今回の政府の方針の中にも５Ｇの基地局という

のは、やはり示さなければならないねというような考え方は持っていらっしゃる

ようなので、そこについてはやはり今後の動向といいますか、ということは注視

していきたいなというふうに思っております。 

  先ほどデジタル技術を活用した本町の活性化策として、現時点で足りていない

ものの中で、町長答弁として人材確保だなというふうなところがありましたので、

ここについてちょっと質問させていただきたいなというふうに思うんですけども、

５Ｇの利用可能エリアがこれから広がっていけば、聞いている限りドローンで宅

配とかそういうのができたり、自動運転車両で人を自由に運べるというようなこ

とが可能になるというふうに聞いております。 

  先ほど同僚議員の一般質問の中にもありましたように、１１月１６日から１２

月６日までの３週間、私の地元である山形と山郷地区で実証実験、共助交通の実

験が行われておりました。近い将来、これも無人車両で自動運転で人が輸送され

るといいますか、運ばれるというような時代がやってくるかもしれないなという

ふうにちょっと思いながら聞いておりました。 

  しかしながら、何といってもそのようなシステムを構築するのは、あくまでも

人です。町長がおっしゃっていたように人材ということになりますので、今後デ

ジタル事業を進めるために企画であったり立案であったり、それを実施・実行す

るという人材の確保・育成ということが、やはり重要になってくるんだろうなと

いうふうに思っておりますので、そこについてもう少し町長の答弁をお願いしま

す。 

○議長（谷口雅人）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  やはりこのデジタル化、ＩＣＴ、こういったいろんな分野

に精通した職員というのが必要なんだと思いますけども、智頭町みたいな小さな
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自治体の中でどれだけそういった人材が確保できるか、そして、その人材の卵と

いうものをどれだけ育成できるか、この辺のところはかなり困難な部分があろう

と思います。ですので、ある程度そういった精通した職員を雇用するというのも、

狙いとしてはあるんだろうと思いますけども、今度はその職員をどれだけ活躍で

きる場を提供できるか。１日３６５日その職員が働けるんだよというような体制

がとれるかどうかというようなこともあるわけです。ですので、技術は欲しいけ

ども、年間べったりそれを必要とする人員がいるのかどうか、こういったことも

考えながら、この技術者の確保というものには目を向けておきたいなというふう

に思います。 

○議長（谷口雅人）  大河原議員。 

○１０番（大河原昭洋）  精通した職員をということで、人材育成ということは

非常に大切なんだよというふうなところではありますけども、現時点でも本町に

もデジタル技術に詳しい職員さんも、多くいらっしゃるということも承知してお

りますけども、国の考えとして、デジタル化のハード面を中心とした財政的な支

援だけではなしに、やはり今後進むデジタル事業のその企画・立案を手助けする

コーディネーターなんかの人的派遣というものも考えているようですので、やは

りここも政府の動向にしっかりと注視して、そのときがくれば、しっかりとそれ

をキャッチしていただきたいなというふうに思っております。 

  アナログというふうなお話がありましたけども、我々はやはりどうしてもアナ

ログ世代ということになりますので、今の技術のこの進歩を見ればついていくの

もなかなか本当に難しいし、厳しいなというのを正直実感しておりますが、でも

今後、そういった技術が後退していく時代が訪れるということは、まずあり得な

いというふうに自覚しておりますので、今後デジタル技術の活用によって、それ

ぞれの地域の個性が生かされながら、町が活性化し、持続可能なまちになること

を願いまして、次の質問に移らせていただきたいと思います。 

  ２番目のＪ－クレジットの取組についてということでございます。本町では、

これまでに地球温暖化防止と森林保全を目的にカーボンオフセットの取組が行わ

れてきましたが、平成２８年の事業の終了に伴い、現在では事業実施されており

ません。 

  本町の持続可能な林業振興を推進するためにも、森林整備の財源確保は重要と

考えます。現在では、名称はＪ－ＶＥＲからＪ－クレジット制度へと発展的移行
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されていますが、この取組を再開し推進する考えはないか、町長の所見を伺いま

す。 

○議長（谷口雅人）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  議員が今言われましたように、これまで智頭町では町有林

の間伐促進によりますカーボンオフセットに取り組みまして、約１６０へクター

ルの間伐促進プロジェクトにより、平成２２年にＪ－ＶＥＲクレジットとして１

４９トンの認証を受け、現在は販売できるクレジットがないといったような状況

です。 

  その後、環境省所管のＪ－ＶＥＲ制度というのは、先ほど議員言われましたと

おりに経済産業省所管の国内クレジット制度と発展的に統合しまして、Ｊ－クレ

ジット制度というふうになっております。先ほど申しましたように、町有林のク

レジットは完売しておりまして、今のところ適切な森林管理による新たなクレジ

ット取得は考えておりません。しかしながら、省エネ設備や再生可能エネルギー

の導入といったこともクレジット認証の対象となることから、将来的な課題とし

て、こういったことについての検討をする必要があるのではないかというふうに

思っています。 

○議長（谷口雅人）  大河原議員。 

○１０番（大河原昭洋）  町有林は既に完売して、現時点ではこのカーボンオフ

セットの取組、いわゆる事業再開は難しいということではありますけど、町内に

は町内の森林を守る森林組合であったり、各地区には財産区が保有している山林

も多くあります。そのような団体と連携してカーボンオフセットの取組を進める

ということになりましたら、本町のみならずＪ－クレジットを購入する企業にと

ってもイメージアップにつながるのではないかというふうに思っております。申

し上げましたように、町内各団体と連携し、または背中を押してあげるとか、そ

ういうような取組が進められないかなというふうに思いますけども、そのあたり

についての見解はいかがでしょうか。 

○議長（谷口雅人）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  過去、町内の財産区がＪ－ＶＥＲクレジットを取得した事

例はあることはあるんです。でも、これからのそういったことをするに当たって、

ある程度専門的なノウハウを持つ人材が介在しなければ、民間などにおける取得

はなかなか難しいのではないかというふうに思っております。 
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  カーボンオフセットという制度は、国際的な課題である脱炭素社会、こういっ

た大きな流れの中で、今後ますます重要な位置づけになるというふうに思われま

す。森林由来のクレジットに限らず、省エネ設備の導入ということも先ほど言い

ましたけども、いろんな意味での省エネということを念頭に置いた環境問題、こ

ういったことを考えながら、事業者へ働きかけたほうがいいんではないかなとい

うふうに考えています。 

○議長（谷口雅人）  大河原議員。 

○１０番（大河原昭洋）  確か、私の地元の芦津財産区がモア・トゥリーズ等々

といろいろ契約を結んで、カーボンオフセットの取組を進められたということは

知っておりますし、確かにそのそういった事務的な部分が大変だということも、

そのときにちょっとちらっとお聞きしておりましたけども、それはそれでちょっ

とまた置いといて、智頭町はＳＤＧｓの未来都市に選定されております。このカ

ーボンオフセットの取組、脱炭素社会を目指すという意味でも本当に大きな意義

のある取組だというふうに思っております。 

  これはＳＤＧｓの理念の１つである森の恵みを生かしたまちづくりの、智頭町

本町のこの理念というふうなことで言われておりますけども、この森の恵みを生

かしたまちづくりのど真ん中のいわゆる事業かと、私自身は感じております。何

より智頭町は、ＳＤＧｓの理念に沿うように環境問題に貢献する取組を、積極的

に進めているなというふうに思ってもらえるように、評価されるようにというこ

とも思いますけども、そのあたりを踏まえてもう一度答弁をお願いします。 

○議長（谷口雅人）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  議員言われますように、ＳＤＧｓの理念に沿った環境問題

に貢献する取組を進める視点が大切であるというふうなことは、私も理解してお

ります。Ｊ－クレジットは、環境問題に意識の高いそういった企業との連携、こ

ういったものがいるわけでありまして、１つのこういった手段として機能すると

いうふうに考えています。 

  ＳＤＧｓという理念のもとで環境問題を考えるのも大切ですけども、そういっ

たものも全部網羅した考え方というのもいるんではないかと思います。ＳＤＧｓ

の観点、そういったことも考えていく。ただそこにとらわれないで、地球全体の

環境をどうするんだよと、それが結果的にＳＤＧｓの理念にのっとったなら、そ

れはそれでいいんだろうと思いますけども、第一義にＳＤＧｓを置くのではなく
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て、地球環境を考える、こういったことの方策を考えた中で幾つかの分野がＳＤ

Ｇｓにのっとるんだよ、ということを考えて推進していければというふうに思い

ます。 

○議長（谷口雅人）  大河原議員。 

○１０番（大河原昭洋）  地球全体ということで、そのＳＤＧｓの理念はそうい

ったところもあろうかと思うんですけども、我々は自治体に所属する、私は議員

の１人として思うんですけども、ちょっと話をかえますけども、県内にはそのＳ

ＤＧｓ未来都市に選定されたまちというのが、本町以外にも西部にありますけど

も、この取組、カーボンオフセットの取組をその西部のまちは、ひとり勝ちとい

っていいほど積極的に推進されております。それはなぜなのかなというふうに思

ったときに、これは財源確保のうまみが率直にあるのかなというふうに思ってお

ります。 

  東部地区の企業もちょっと調べましたら、含めまして多くの企業がこの西部地

区のまちと協定を結んでいらっしゃるんですね。何が言いたいかといえば、企業

側も先ほど町長少し触れられてましたけども、自分ところは環境問題にも取り組

んでいますよとアピールしてイメージアップにつなげたいという、いわゆるうず

うずしている企業が県内にもあるということだろうというふうに思っております。

やはり林業で栄えたまち、この智頭町が指をくわえて見ているような状況という

のは、ちょっと私としては残念でなりませんので、よしやってやろうという気持

ちになりませんか、いかがですか。 

○議長（谷口雅人）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  先ほど最初の質問のところにもちょっとお答えしたんです

けども、智頭町のこのカーボンオフセットを実施した中では、町有林の間伐とい

うものでやったわけです。今、西部の自治体のことを言われましたけど、多分西

部の自治体では皆伐でごっそり切って、それを単価にするということなんではな

いかというふうに思っています。智頭町でも一山全部切るということになってい

けば、それの結果としてはいいのかもしれませんけども、現在基本的には間伐促

進でカーボンという、そのＪ－ＶＥＲという話をもってくると、切る木の材料よ

りも坂をはうような感じの決済になるのではないかというふうに思います。 

  ですので、切れば何でもいいということでたくさん切れば、この金がどんと入

ってくるということになるんだろうと思いますけども、間伐をしながらというこ
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とになれば、その効率としてはかなり悪い感じになるのかなという、細かい計算

をしたわけじゃないんですけども、基本的に考えるとすればヘクター当たりの収

量、それからＣＯ２の削減の量、こういったものがどんと切る以外にはなかなか

難しいのかなというふうに思います。 

○議長（谷口雅人）  大河原議員。 

○１０番（大河原昭洋）  よしやろうかというふうなお言葉がなかなか出てこな

いんですけども、やはりこの取組は先ほど町長が触れられましたけども、事務の

煩雑さだと思うんです。専門的な人材、その確保ということだろうというふうに

思っております。担当課の現勢力で、これ以上なかなか手を広げられないという

実情もあろうかと思いますが、そのあたりなのでしょうか。町長いかがですか。 

○議長（谷口雅人）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  具体的に数字で言いますと、登録なり認証の経費、この辺

がＣＯ２の見込み量が年間１００トン、これが支援対象になるんです。例えば、

間伐なんかで智頭町のこの前の実績として、町有林を１７ヘクタール切るとこれ

で大体ＣＯ２が８５トン、ということなんです。これでいくと対象にならないわ

けです。ですので、相当の面積を切らないとだめなわけです。ですから、さっき

言ったように、どんと２０町歩、３０町歩というものを切ることにならないと、

なかなかその対象にならないというのがあるので、事務ということもそうですけ

ども、効率化というのがそこにあるということだけは、ちょっと念頭に置いてお

いていただきたいというふうに思います。 

○議長（谷口雅人）  大河原議員。 

○１０番（大河原昭洋）  町有林ということはそうかもしれませんし、最近では

県のほうの補助制度なんかでも皆伐というようなことも挙げられておりますので、

それが今ここの議論の中で、どこどこが当てはまるかというようなところはなか

なかはっきりしないところがありますけども、それも町有林ということだけでは

なしに、ちょっと話は元に戻りますけど、そういった町内の団体等々ともやはり

連携するというようなことは、とても大切だというふうに思いますし、人材的な

部分というふうなところの課題も当然あろうかと思いますけども、何とかそうい

ったところをもう少し一歩前に進められるように、ちょっと前向きに考えられる

ということはないもんですかね、町長いかがですか。 

○議長（谷口雅人）  金兒町長。 
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○町長（金兒英夫）  その件につきましても、森林組合とも少し話したことがあ

るんですけども、森林組合自体も今の林業形態の中でいくと、皆伐というものに

ついては二の足を踏んでいるというのが現状です。今の状況の中で、間伐をしな

がら林業を継続していくというのを基本路線に置いているようであります。 

○議長（谷口雅人）  大河原議員。 

○１０番（大河原昭洋）  林業の考え方の違いというのがあるので、本町として

はなかなかこのＪ－クレジットの取組というのは進められない。併せて人材的な

部分というのが、どうしても出てくるのかなというふうに思いますので、この職

員の人事に関しましては、町長の専権事項ではありますので、これまでのやり取

りというのを考えて、今日はこれぐらいにしておきたいというふうに思いますけ

ども、やはり今後、町長がどのように考えられるかというのは新年度の４月を楽

しみにして、温かい気持ちで見守りたいというふうに思っておりますので、以上

で私からの質問を、少し早いですけど終わらせていただきたいと思います。 

○議長（谷口雅人）  答弁求めますか。 

○１０番（大河原昭洋）  求めません。 

○議長（谷口雅人）  以上で、大河原昭洋議員の質問を終わります。 

  暫時休憩します。 

  再開は、議場の時計で１０時３５分。 

休 憩 午前１０時２４分 

再 開 午前１０時３５分 

○議長（谷口雅人）  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  次に、岡田光弘議員の質問を許します。 

  ３番、岡田光弘議員。 

○３番（岡田光弘）  ３番岡田でございます。９月の定例会に続きまして、２回

目の一般質問をさせていただきます。 

  まず、新型コロナ感染症につきまして昨年の１月、横浜港でのダイヤモンドプ

リンセス号での集団感染が発生以来、今日まで第１波から第５波までの流行拡大

で、世界中が混乱に陥り、多くの人命と財産が失われてまいりました。その対策

の切り札とされたワクチン接種ですが、鳥取県におきましては希望者に対する２

回の接種がほぼ完了している状況となっており、また新型コロナ感染症で影響を

受けた多くの事業者、個人、団体について、その経済活動をバックアップする事
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業展開を県と一体となって図ることにより、今日まで多くの町民の安心安全につ

なげていただきましたこと、金兒町長をはじめ町執行部の皆様、長石教育長をは

じめ教育関係者の皆様、葉狩病院事業管理者をはじめ医療関係者の皆様にこの場

をお借りし、そのご苦労に対してお礼を申し上げたいと思います。本日まであり

がとうございました。なお、３回目の接種、アフターコロナを見据えた経済対策

等今後ともよろしくお願い申し上げます。 

  それでは、議長の許可をいただきましたので、通告に従い２つの点、空き家対

策、地域通貨の導入運用と展望について町長にお尋ねいたします。まず空き家対

策についてでございます。 

  近年、急激な人口減少や超高齢化、社会的ニーズの多様化等に伴い、全国的に

空き家が増加し、このことが深刻な社会問題になっていることは周知の事実でご

ざいます。適正な管理ができない空き家が放置されると、防災、衛生、景観など

様々な観点で地域住民の生活環境に大きな影響を及ぼすこととなり、そのことが

大きな行政課題の１つとなってきております。 

  空き家は、全国レベルで見ますと昭和６３年４５２万戸から、平成３０年には

８４６万戸とこの３０年間でほぼ倍増し、なお一貫して増加傾向になるところに

この問題の深刻さが表れてきております。本町でもさらに減少するとされる人口

推計を勘案いたしますと、将来的にわたってこの問題は大きな課題であり続け、

これにどのように対策をとるかによって、その結果が自治体間格差が大きなもの

になることが推測されます。 

  まず１つとして、全国的に増加傾向にある空き家について、本町での現状と推

移はどうか。また、住民生活に大きな影響を与えることについてどのようにお考

えか、町長の所見をお伺いいたします。  

  以下は、質問席にて行います。 

○議長（谷口雅人）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  本町の空き家の推移などについての岡田議員の質問にお答

えします。 

  本町での空き家バンクの登録物件は、年々増加している傾向であります。これ

は、人口減少による空き家の増加が主な原因だというふうには考えております。

ただ、住民生活の影響については、空き家の状態が続き、危険な状態になってい

る物件や動物の住みかになっているという物件もありますので、各ケースにおい
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て、空き家対策計画や条例に基づいて対応しているのが現状であります。 

  どうしても、この一旦空き家になったものが放置されているという状況が長く

続きますと、完全に廃屋というような状況になっておりますので、それの対応と

いうものも考えていかなければならないなというふうに考えております。 

  以上です。 

○議長（谷口雅人）  岡田議員。 

○３番（岡田光弘）  本町においても空き家は増加傾向、また地域住民の生活環

境に大きな影響を及ぼしているとの認識を、町のほうでも持っていただいている

ということを確認させていただきました。この空き家問題につきましては、私選

挙を通じて町内を回るにあたり、耕作放棄地と空き家が本当に非常に予想以上に

増えてきているということを実感して、今回の質問に至っているわけでございま

す。 

  平成３０年の住宅都市統計調査では鳥取県の空き家数３万９，０００棟、空き

家率１５．３％、これは全国で第１８位の数字となっております。一方智頭町を

見ますと平成２９年の調査におきまして、空き家戸数４２９戸、空き家率が５．

７％ということで鳥取県、それから全国に比べると比較的、今のところ低い状況

ということでございます。 

  ２番目として、国の空き家対策の推進に関する措置法に基づく、智頭町空き家

対策計画の計画趣旨と、現在までの運用についての現状認識についてでございま

す。空き家等対策の推進に関する特別措置法、通称空き家等対策特措法が平成２

６年１１月に成立、翌年の２月に施行されております。この法律の中で空き家の

実態調査、空き家の所有者への適切な管理指導、空き家の跡地についての活用促

進、適切に管理されていない空き家を特定空き家に指定ができること、また、そ

の特定空き家に対して、助言・指導・勧告・命令ができること、特定空き家に対

して罰金や行政代執行を行うことができること、などが定められております。 

  空き家、そして特定空き家の定義、所有者の責務や市町村の責務にもこの法律

の中で触れており、これに対して命令違反の場合の過料や、行政代執行について

も明記されているということで、かなり強制力の高い法律といえると思います。

このことからも、この状況を放置することに対する危機感を国としても高く持っ

ているということも言えると思います。 

  この法律に基づいて、本町では平成３１年３月に智頭町空き家等の適切な管理
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に関する条例、施行規則が制定され、安全安心な生活環境を守るためとして、智

頭町空き家対策計画が同月に策定されました。この計画につきまして、その計画

の意図するところ、またこれは、計画期間が平成３１年から令和５年度までとな

っております。現在までの運用状況について現状認識はどうか、町長の所見をお

伺いいたします。 

○議長（谷口雅人）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  空き家対策計画の趣旨と現状認識の質問でありますけども、

まず先ほど議員のほうからも言われましたが特措法は、適切な管理が行われてい

ない空き家が景観や地域住民に影響を及ぼしていることに鑑み、生活環境の保全

を図り、併せて空き家等の活用を促進するために、空き家等に関する施策を総合

的かつ計画的に推進することを目的としております。併せて、所有者や市町村の

責務においても明記しているところであります。 

  これを受けまして、先ほど議員も言われましたが、智頭町内の空き家等に関す

る対策を総合的かつ計画的に実施するために、平成３１年３月に空き家等対策計

画を策定しまして、同時に智頭町空き家等の適切な管理に関する条例を制定した

ところであります。 

  空き家等対策計画は、空き家の除去や利活用にかかる費用等について、交付金

を活用できるという観点からも意義あるものであり、今後のまちづくりにおいて

重要な計画と位置づけ、計画に沿って進めておりまして、現在まで特定空き家の

解体実績もあることから、おおむね計画の趣旨・目的に合致した取組ができてい

るというふうに考えております。 

  また、特に倒壊等の危険や、衛生上あるいは景観上深刻な影響を及ぼしている

ような、放置することが著しく不適切である特定空き家等と規定されるものにつ

きましては、本年９月１４日の総務常任委員会でも担当課から説明させていただ

いたところでありますけども、現在で６件を認定しております。認定に当たりま

しては、職員のほかに建築士の有資格者２名を判定委員として任命し、条例第４

条に基づく情報提供をもとに年１回開催し、現地調査の上で国土交通省による不

良度判定手引にのっとり判定しています。 

  現状認識としましては、管理不全な物件の放置は看過できないが、あくまで解

体撤去は所有者の責任と意志であるため、歯がゆく感じているのが現状でありま

す。今後も引き続き、所有者に対して助言及び補助金活用の案内を行い、早期の
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解体撤去を促してまいりたいというふうに思っています。 

○議長（谷口雅人）  岡田議員。 

○３番（岡田光弘）  ご答弁いただきました。町長より特定空き家についての言

及もございました。現在６件の認定があるということでございます。この智頭町

が定めました、智頭町空き家対策計画によりますと、４２９件の空き家がある。

その空き家の内容についても細かい実態調査がされております。すなわち、ラン

クのＡからランクのＣ及び判定不可という４つのランクについての調査がされて

おります。 

  ランクＡとは、現状の状態や多少の修繕により再利用が可能なもの。ランクＢ

は、破損・老朽化により現状での再利用に適さないが当面の危険性はないもの。

ランクＣが、倒壊の危険性があり、修繕や解体などの危険性が高いものとされて

おります。これによりますとランクＡが智頭町では５９件、率にして１３．８％、

ランクＢが２９４件、率にして６８．５％、ランクＣが７６件、１７．７％とな

っております。 

  つまり、その時点で平成２９年の時点です。倒壊の危険性がありと認識してい

るものが、既に７６件捕捉されているということでございます。先ほど特定空き

家の認定が今６件ということでございますので、７０件余りは倒壊の危険性があ

るが、いまだ特定空き家には判定はされていないという、ここにギャップがある

というふうに思います。そのあたりにつきましての町長のご認識をお伺いいたし

ます。 

○議長（谷口雅人）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  先ほど議員も言われましたが、そのギャップといいますか、

倒壊の恐れはあるが今今倒れる状況ではないよというのだというふうに考えてお

ります。これがある程度年月が経てば、風雪とかの影響によりましてだんだん朽

ちていくという状況になってくるんだろうと思います。そういった中で、その登

録というか件数ははっきりしておりますので、その状況を見ながら特定というこ

とをつけていくことになっていくんではないかなというふうに想像しております。 

○議長（谷口雅人）  岡田議員。 

○３番（岡田光弘）  ご答弁いただきました。この空き家につきましては、年を

重ねるごとにその空き家の危険度は増していくものと思います。また、この手続、

調査から特定空き家に指定をして、そこからまず助言・指導・勧告・命令・行政
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代執行という手続を踏んでいくためには、相当な労力と年月を要するものと思い

ます。その年月を要する間に問題が深刻化していくということも考えられますの

で、今後ともより一層のこの問題・対策に対するご尽力をお願いしたいと思いま

す。 

  ３つ目として、この空き家対策に対する将来的な展望と、住民が一体となった

取組についてでございます。智頭町空き家対策計画におきましては、空き家を発

生させない予防対策、管理不全の空き家の対策、住みよいまちづくりのための対

策を課題と捉え、１番として予防、２番として利活用、３番として規制、この３

つを施策の柱として位置づけております。 

  本町では、今後とも人口減少と高齢化によって空き家が今後とも増加していく

ものと見込まれます。現在空き家になっている物件をどのように利活用するか、

また特定空き家と見なされる物件をいかに除去するかという視点は重要と思われ

ますが、空き家対策計画にもあるように、空き家を発生させない予防策が重要と

考えます。この空き家を発生させない予防策につきまして、町としては今までど

のような対策をとられてきたか、町長にお尋ねをいたします。 

○議長（谷口雅人）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  智頭町の現状として人口減少が続く中で、これからも増加

していくことは十分に想定しております。予防策の一端として、空き家バンクに

登録いただいた空き家を、移住や町内転居者等の賃貸または売買物件として紹介

しておるところであります。また、居住用以外では、ゲストハウスに改修した例

や、公民連携による改修などによって、お試し住宅として利活用しているケース

もあります。 

  しかしながら、空き家総数に対して活用可能な物件は限られた状況があるわけ

であります。所有者等に対する意識の涵養については、家に特化したエンディン

グノートの作成などが有効ではないかと考えているところでありまして、先行し

て実施している自治体も参考にさせてもらいながら、これからちょっと考えてい

きたいなというふうに思っています。 

  さらに、計画書にあるように著しく空き家率が高い、そして、環境や景観、防

犯・防災の観点から、重点地区として定める地区が発生したというような場合に

は、やはり指定していかなきゃならないと思いますけども、なかなかこの辺のと

ころも難しいかなというふうに思っております。 
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○議長（谷口雅人）  岡田議員。 

○３番（岡田光弘）  ご答弁いただきました。利活用という観点でも、空き家対

策を進めていくというのは大変重要だと思いますので、今後とも引き続きよろし

くお願いしたいと思います。 

  課題はたくさんありますけども、１つ提案として住民から見て空き家問題、現

在役場庁舎の中では窓口、税務住民課、地域整備課、企画課等々となっていると

思いますけども、住民に分かりやすい行政のワンストップサービス化も重要な観

点かと思います。空き家になって困っている住民が、どこに相談すればいいのか

分かりにくいという側面もあるように考えられます。窓口を一本化するというこ

とは難しいにしても、庁内各部署に、あるいは観光協会の移住定住窓口を含めた

リアルタイムな空き家の状況、空き家の利活用、危険空き家の対策などの情報の

共有を図り、適切に住民の相談に対応できる体制整備が必要かと思われますが、

町長のご所見をお伺いいたします。 

○議長（谷口雅人）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  ワンストップ窓口ということの提案でありますけども、町

としては、空き家の状況によって必要な対応が多種多様であるということを鑑み、

三課にあえて窓口を分けておるところであります。ですので、どの窓口に来てい

ただいても、内容を伺いまして、これはといったことを判断した際には、横断的

に連携を行えるようきちんとしておりますので、その辺のところはご理解をいた

だきたいというふうに思います。 

  ですので、先ほど言われましたように、役場だけでなくて観光協会にもという

ことになれば、そういったことも観光協会と横のつながりはやっていきたいとい

うふうに思っています。 

○議長（谷口雅人）  岡田議員。 

○３番（岡田光弘）  空き家に対する庁舎内での情報共有、また連携等今後とも

よろしくお願いしたいと思います。また、この空き家対策計画には、その計画の

中に総合計画との整合性を図っていくというふうにうたってございますが、現在

７次総の中にはそういった記述は、この空き家対策計画ができたのが総合計画の

後ということもあろうかと思いますが、７次総の後半ですね、これから来年度か

ら始まります７次総の後半の中に、この空き家対策というものを重要な施策の柱

として正式に位置づけられないものかと考えますが、町長のご所見をお伺いいた
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します。 

○議長（谷口雅人）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  ７期の後期計画には盛り込むようにと考えております。 

○議長（谷口雅人）  岡田議員。 

○３番（岡田光弘）  簡潔な答弁ありがとうございます。人口減少社会の中で、

この空き家、空き地の問題は避けては通れません。智頭町の問題ではありますが、

先ほど言いましたように、全国的にはもっと空き家の問題は深刻になっておりま

す。 

  そういった意味で中山間、過疎地という面では智頭町は先進かもしれませんが、

こと空き家に関しては、全国にもっと先進事例も多いように思います。そういっ

たところの先進事例も参考にしながら、これから７次総の後期計画に明確な町の

意思を示していただきたいと思います。 

  それでは、２番目の地域通貨の導入運用と展望についてお尋ねをいたします。

本年２月から３月にかけての実証実験を経て、本年１０月より本格運用されてい

るまちのコイン「てご」の導入の趣旨と現在までの運用状況についてお尋ねをい

たします。 

  この事業は、多世代のつながりが世代交代を生み出す循環型まちづくり推進事

業の一環として始まっておりますが、町としてこの仕組みにチャレンジしようと

した思い、それから「てご」というこの名称に込められた狙いをお尋ねしたいと

思います。町長の所見をお願いします。 

○議長（谷口雅人）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  このまちのコインにつきましては、令和３年２月に実証実

験を実施しまして、１０月から本格的運用を行っております。これは、通常の通

貨の「円」ということで使用するのではなくて、これまでボランティアや地域の

イベントなどに参加していた方々に対して、その対価として渡すことができまし

て、人と人、それから人とお店などをつなげるきっかけとなるなど、本町の住民

自治というものをさらに推進していくと。この上で適当なツールだというふうに

考えて導入したものであります。 

  また「てご」という単位も、皆さん「てご」、「てご」と言われますが、本当

は通称的には「てご」だと思います。この単位もおせっかいのまち宣言をしてい

ることや、積極的にお手伝いをしてもらいたいというふうな思いから、先ほど言
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いました手伝う「てごをする」という意味合いの「てご」という言葉としました。 

  実態として、１２月７日現在で利用者４０７、それから事業所ですね、これが

３０というふうになっております。当面の目標は、年度内には利用者を６００人

程度に増やしたいし、事業所ももう少し増えていけば、使える範囲が広がってい

くんではないかなというふうに思っています。 

○議長（谷口雅人）  岡田議員。 

○３番（岡田光弘）  発音、「てご」ですね。そうですね。従来から農作業とか

のことを、私どもの田舎のほうでは「てまがり」って言ってまして、田植えとか

そういうのは労働のボランティアとして、またそれはお返しするということで

「てまがり」というようなこともございました。 

  そういった今までの習慣、風習が非常に智頭町にとっても親和性の高いサービ

スだと思って、この地域通貨を導入されるという試み、大変高く評価をさせてい

ただいております。また、それが金兒町政が進めようとされる住民満足度の高い

まち、一人ひとりの人生に寄り添えるまちという総合計画の将来像にも合致する

ものだと思いますので、これをいかに普及して広げていくかというのは、本当に

金兒町長の手腕にかかっているところが大きいかと思います。 

  ６月の一般質問に、これは大河原議員の質問だったと思いますが、今このコロ

ナ禍の時代にあって、町長が第一広報係となってやっていくんだというような意

志表明もございました。この地域通貨、金兒町政を進めていく上での大きな起爆

剤というか、その役割、世代間の交流とか様々な面で期待がされるものだと思い

ますが、その辺の町長の意気込みをお聞かせいただければと思います。 

○議長（谷口雅人）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  議員も先ほど言われましたように、昨今向こう三軒両隣の

感覚が薄れてきている。そういったことからも、やはりいろんな意味合いの中で

おせっかいをやくというのは、言葉の中でその何となく抵抗があるということが

ある方もあるんです。あるけども、あえてその言葉を使うというのは、やはりあ

る程度古きよい因習というものを継続していきたい。そして、他人は関係ないん

だという考え方をさておいて、智頭町民みんなが横のつながりをもって、そうい

った年代を超えて、そういった生活をやっていただきたい、そういう思いをもっ

てこれからも進めていきたいというふうに思います。 

○議長（谷口雅人）  岡田議員。 
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○３番（岡田光弘）  この町長との討論をやるにつけ、この地域通貨というもの

の可能性を感じているところでございます。日本全体で見ますと先進事例といい

ますか、今、一番日本で広がった例として、これは岐阜県の例ですけども、地域

通貨名「さるぼぼコイン」といいます。２０１７年からスタートして流通量が１

８億円、利用者が１万３，０００人、参加店舗数が１，２５０店舗というのが、

現在の日本の中では地域通貨の成功例といいますか、一番広がった例だと思いま

す。 

  なぜ、これがここまで広がったのか、その母体は岐阜県の飛騨信用組合という

ところが運営されているんですけども、簡単で便利であるというところがどうも

キーワードのようです。生活インフラとして様々な公共料金の支払い等にも使用

できる。税金であったり水道料金もさるぼぼコインで納入ができるというような

便利さも、その広がった要因になっているようです。ここは観光地ですけども、

実際には地元の方々がほぼ中心になって利用されているということで、こういっ

たところも１つ、今後智頭町の地域通貨が普及していく１つのヒントになるので

はないかなというふうに感じたところでございます。また、これも７次総の後期

計画の中にでも、ぜひ位置づけていただければと思います。 

  それから、この間山郷の森林セラピーコースのオープンのときに町長と一緒に

参加、町長も参加されました。そのときに健康ポイント２００ポイントもらわれ

ました、と思いますけども、例えばこういった健康ポイントと、この「てご」を

連動、健康ポイントに入ったものを「てご」のほうに移管できるとか、そういっ

たことも便利さとしては考えられるんじゃないかと思いますが、１つの提案とし

て広く普及していくためには、そういったことも考えられると思いますが、町長

のご所見をお伺いします。 

○議長（谷口雅人）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  いろんな分野で考え方があるんだろうと思います。先ほど

その他者の成功例を言われましたが、智頭町としてインフラと兼用できないのか

ということは、またこれも考えていかなければならないですけども、基本的には

インフラということでなくて、社会課題を解決するためのツールとして考えてい

ければということも考えます。 

  ただ、先ほど言われましたような健康ポイント等とセットにならないかという

ことについては、できるような気がしますし、担当課とももう少し検討していき
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たいと思います。それと、例えば「てご」をたまったからおじいちゃんこれを使

いなさいよとか、おばあちゃんこれを使いなさいよということもできるんではな

いかというふうには考えています。 

○議長（谷口雅人）  岡田議員。 

○３番（岡田光弘）  ご答弁ありがとうございます。まさに本当に智頭町民の世

代間を超えた世代間融合に、大きく寄与する取組ではないかと思います。今後と

も町長が６月議会で述べられましたように、第一広報係としてこの「てご」の発

信に今後とも努めていただきたいと思います。 

  成功のキーワードは簡単で便利、いかに日常で使えるか、そのことによって地

域循環をいかに作っていくか、ということにあろうかと思いますし、貨幣経済の

みでは解決できない様々な課題について、この「てご」をツールとして活用する

ことによってスムーズな行政運営、行政サービスが図られるのではないかという

ふうに考えております。 

  智頭に住んでいる人が本当に豊かさを実感でき、また、持続可能な社会をつく

っていくために、町全体が助け合って知恵を出し合うことが今以上に求められて

いると考えられます。金兒町政が今後とも、住民一人ひとりの人生に寄り添って、

住民満足度を高められますよう今後の町政運営に期待をいたします。 

  以上で、私の質問を終わります。 

○議長（谷口雅人）  以上で、岡田光弘議員の質問を終わります。 

  暫時休憩します。 

  再開は、議場の時計で１１時１０分とします。 

休 憩 午前１１時０６分 

再 開 午前１１時１０分 

○議長（谷口雅人）  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  次に、田中賢議員の質問を許します。 

  ６番、田中賢議員。 

○６番（田中 賢）  本日は町議会議員として、初めての一般質問をします。新

型コロナはいまだ終息せず、新たな変異株も確認され、これまでと同様に感染予

防に努めなければならないと考えます。それでは、これより質問をします。 

  国内の林業は、産業構造や様々な社会現象の変化が影響し、典型的な斜陽産業

と呼ばれて久しく、我がまちも過去の勢いを失っています。しかし、智頭町は歴
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史的産業背景や人工林の規模、そして、自然環境と深く関わる産業であることを

考慮すると、先人より培われた資源や財産を、衰退に応じて容易に放棄すること

はできないと考えます。 

  現在、国や自治体の促進事業に頼り、辛うじて成り立ってはいますが、この間

体力をつけ、自立した産業に転換できるよう、今後においては、まず行政と議会

が協力し、政策を思索し、林業の推進を図っていかなければならないと考えます。 

  そこで、山村再生課の策定する「智頭の山と暮らしの未来ビジョン」について、

幾つか質問をします。質問１、旧ビジョンは４つの柱と期間を１０年と決め、推

進してきたとあります。その４つの大別された「低コスト林業の推進」、「智頭

杉の需要拡大」、「癒やし、憩いの森林づくり」、「木質バイオマスの取組」、

これらの各柱について、どのように政策し施策がどれくらいの効果があったのか、

またどのような評価や検証作業が行われたのかを、具体的にお聞かせください。 

  また、掲げられた旧ビジョンは衰退した我がまちの林業を維持、立て直す政策

されたものと推測します。当然、１０年という長い期間には世の中の状況変化に

即し、見直しも必要です。旧ビジョンは、２０２０年に政策された新ビジョンに

どのように引き継がれたのか。 

  以下は、質問席にて行います。 

○議長（谷口雅人）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  田中議員の質問にお答えします。 

  平成２０年３月に策定した智頭林業・木材産業再生ビジョンは、国の森林・林

業再生プランの効果的かつ効率的な実施を主眼に、町独自の視点も取り入れつつ、

主要課題である「低コスト林業の推進」、「智頭材の需要拡大」、「癒やしと憩

いの森林づくり」、「木質バイオマスの取組」について、そのビジョンと展開方

向について示したものであります。 

  このビジョンで示す展開の方向性に基づいて、路網と機械の組合せによる低コ

ストな施業体制づくりや、智頭材の出荷促進に対する支援を継続的に実施すると

ともに、智頭杉の販路拡大、森林セラピーの推進、木質バイオマスの利用等々、

町独自の重点施策につなげてまいりました。 

  当然のことながら、このビジョンに基づく重点施策を展開していく上で、林

業・木材産業関係者の要望や意見をお聞きしつつ、林業・木材産業を取り巻く

様々な課題を踏まえ、ビジョンに掲げている重点施策について検証を行いながら、
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毎年度の予算編成を進めてまいっております。 

  ビジョンに基づく取組は、全てが順調に進んでというふうには思っておりませ

んけども、今後も様々な課題解決に向けて取り組んでいく所存であります。 

  以上です。 

○議長（谷口雅人）  田中議員。 

○６番（田中 賢）  質問２、町内の河川において、２、３０年前から近年にか

けて釣り人が激減しました。これは釣果減少によるものと考え、河川の異常を感

じています。原因は、このところ異常気象や人為的要因が複合し、現象として表

面化したものと推察します。 

  そこで１つの要因として、山林の荒廃が考えられるため、国が喫緊の課題とす

る森林整備事業として設けられた、森林環境譲与税の活用を優先的に森林整備に

生かすべきかと考えます。 

  そこで２０２０年策定の新ビジョン基本方針２番目にある自然環境の部分で

「災害に強い森林を育てる」とありますが、山林整備と災害の因果関係をどのよ

うに認識され、基本方針とされたのか、お聞かせください。 

  それと、山林事業を利潤ある産業にするものも重要ですが、視点を防災に向け

ることも同様に重要だと考えます。 

○議長（谷口雅人）  田中議員、恐れ入ります。一問一答ですので、一括という

形はちょっと不向きですし、もう少し何かちょっと質問項目がぼやけているよう

な気がしますので、これとこれについてはという形でお願いします。 

○６番（田中 賢）  では、以上で終わります。 

○議長（谷口雅人）  一括でない形で質問の趣旨をいま一度。 

○６番（田中 賢）  ２番からでいいかな。 

○議長（谷口雅人）  お手元の書類の２番とするものであるならば、それをご質

問ください。 

○６番（田中 賢）  町内の河川において、２、３０年前から近年に釣り人が激

減しました。これは釣果減少によるものと考えます。河川の異常を感じて、原因

はこのところ異常気象や人的要因が複合し、現象として表面化したものと推察し

ます。 

  そこで１つの要因として、山林の荒廃が考えられるため、国が喫緊の課題とす

る森林事業として設けられた森林環境譲与税の活用を優先に森林整備に生かすべ
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きと考えます。 

  そこで、２０２０年策定の新ビジョンの基本方針２番目にある、自然環境の部

分で「災害に強い山林を育てる」とありますが、山林整備と災害の因果関係をど

のように認識され、基本方針とされたのか、お聞かせください。 

○議長（谷口雅人）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  基本的には、２０２０年に策定しましたこのビジョンのこ

とを問われているんだというふうに思います。まずは、なぜ「智頭の山と暮らし

の未来ビジョン」を作ったのかについてお話ししたいというふうに思います。 

  町内の林業・木材産業関係者はもとより、江戸時代から続く国内有数の伝統林

業地の本町で暮らす町民が、「先祖から引き継いだ山をこれからどうするのか」、

「どのような森づくりを目指し、子や孫の世代に引き継いでいくのか」、そして

「９３％が森林の町で、林業・木材産業を活性化しながら、人口減少・少子高齢

化社会の中で、どのような暮らしを目指すのか」などについて、長いスパンで共

通認識を持つためのビジョンとして策定したものであります。 

  ビジョンの期間はあえて設けておらず、時代や世代が変わろうとも不変のより

どころとなる、時代や世代を超えた共通認識を醸成していくことが本旨でありま

して、みんなで考えて原点にかえるための社会規範となる、こういったものであ

るというふうに考えています。 

  このビジョンには、４つの柱である山の暮らし、自然環境、山林の管理・マネ

ジメント、林業経営について、未来へのアクションのための基本方針を示してお

ります。このビジョンによる取組を進めていく上で、若い担い手が育つ環境をい

かにして整えていくかということが、当面の重要課題であるというふうに認識し

ております。 

  令和元年度から、森林環境譲与税を活用しながら、人材育成をはじめとする

様々な事業について、議会にお示ししながら取り組んでおりまして、今後も本町

の基幹産業である智頭林業の振興に努めてまいりたいというふうに考えておりま

す。 

  そして、今、田中議員が言われました山の荒廃についてちょっと触れられてお

りました。山の荒廃ということにつきましては、その全ての山が荒廃しているわ

けじゃないんですけども、やはり荒廃の在り方もいろいろあるんではないかとい

うふうに思います。手入れが行き届かない山林がすじぼり等ができて、そこから
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崩壊が始まる。または、そういった木の低木等が植わっているところしかないと

ころが、シカの被害にあってそこが荒廃している。いろんな荒廃の在り方といい

ますか、荒廃でもいろいろあるんだろうと思います。 

  ただ、基本的には防災のための山づくりということじゃなくて、きちんとした

山づくりをしていけば、それが防災のほうにつながっていくんではないかという

ふうに思っています。山の手入れをきちんとし、下草が生え、そして保水力を持

つ、こういった山をきちんきちんと整備していけば、崩壊というものがだんだん

防げていくのではないか、それがイコール防災につながっていくんではないかと

思います。 

  ただ、一部山肌が荒れて瓦礫が出ている、そういった部分もあります。そうい

ったところにつきましては、土地が植林に向かないというようなこともあるのか

もしれません。そういったところにつきましては緑化、もしくは低木を活着させ

る。そういういろんな思いの中で、防災ということを考えていけたらというふう

に考えています。 

○議長（谷口雅人）  田中議員。 

○６番（田中 賢）  以上で終わります。ありがとうございます。 

○議長（谷口雅人）  以上で、田中議員の質問を終わります。 

  暫時休憩します。 

  再開は午後１時です。 

休 憩 午前１１時２４分 

再 開 午後 １時００分 

○議長（谷口雅人）  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  次に、仲井茎議員の質問を許します。 

  １番、仲井茎議員。 

○１番（仲井茎）  議長の許可を得ましたので、通告に従い順次質問をさせてい

ただきます。 

  まずは、９月の定例会で時間の配分を間違え、質問ができなかった防災の観点

から見た智頭町の山林についてお聞きします。この質問については、８月に行わ

れた山人塾の山本福壽先生の「山と川の防災」の講座を受講した際、本町の多く

の山林で植生の劣化が進んでおり、災害の要因となり得るという重大な問題を知

り、取り上げることにしました。 
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  本町においては、智頭の山と暮らしの未来ビジョンを作成し、林業だけでなく、

「町民の生活を支える大切な社会基盤と位置づけられ、あえて具体性のある目標

などを示してありません」とあります。その中で、このビジョンに照らし合わせ、

町としてどのような現状認識を持っているのかをお聞かせください。 

  以下は、質問席にて行います。 

○議長（谷口雅人）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  仲井議員の質問にお答えします。 

  防災の観点から見た本町の山林の状態というような考えだと思います。近年、

線状降水帯の発生による集中豪雨など、異常ともいえる気象により全国各地で土

砂災害などが多発しております。平成３０年７月の西日本豪雨の際に、本町も未

曾有の豪雨に見舞われ、林道・作業道をはじめ、道路や河川などにも甚大な被害

が生じたものの、他県で発生しているような住民の生命や、日常生活に重大な支

障を来すような大規模な山腹崩壊等は発生しておりません。 

  しかしながら、本年７月から８月にかけて発生した豪雨において、一部で土砂

流出が発生したのは記憶に新しいところであります。町内には、間伐が必要な森

林が多く存在しており、今後も間伐をはじめとする森林整備を推進し、豪雨等の

自然災害に強い状態にしていく必要があります。また、ニホンジカによる食害に

対処することも重要な課題であり、猟友会と連携しながらニホンジカの個体数を

減らすなど、引き続き有害鳥獣対策を推進していく必要があります。 

  今後も源流のまちとしての責任を果たすベく、水源の涵養、土砂崩壊や土砂流

出の防備、二酸化炭素の吸収など、森林の公益的機能を高度に発揮させるため、

健全な山づくりのための施策を推進していくことは、極めて重要な課題といえま

す。 

  先ほど田中議員の質問のときにもお答えしましたけども、山林の手入れといい

ますか、そういった状況についてはきちんとした健全な山林を求めるための整備

をする、それがすなわち防災につながるということであります。ですので、防災

のための山づくりというのは、少し違うんではないかなという考えは持っており

ます。 

  以上です。 

○議長（谷口雅人）  仲井議員。 

○１番（仲井茎）  本町においての山林の現状がよく分かりました。あえて防災
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に対しての整備はしないということのご答弁だったと思います。そうしましたら、

今後特に災害に対して何か対策を打っていくというようなことは考えておられな

いでしょうか。 

○議長（谷口雅人）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  先ほども答弁した中で、ニホンジカによる裸地が出てる、

そういったところから土砂が流出しているというような場所があります。そうい

ったところに関しては、午前中にもお答えしたように緑化であるとか、そういっ

た施策を整えるということになるとは思います。 

○議長（谷口雅人）  仲井議員。 

○１番（仲井茎）  山本福壽先生の講座でも、シカの被害のことはおっしゃって

おりました。それと、送電線などの工事によって伐開などによって土壌の劣化が

見れるということもありました。併せて、こういった対策も行っていってほしい

と思います。 

  そして、自然災害においては、いつ何時発生するかは誰にも分からない部分が

ありますが、町土の９３％を占める山林のうち、１万７，３４３ヘクタールが民

有林で、そのうち、約７８％の１万３，６２８ヘクタールが人工林です。この人

工林の手入れの具合で、災害リスクに大きく影響するのは必然だと感じます。林

業における間伐の遅れ、マンパワーの不足もありますし、獣害対策など問題は山

積しておりますが、生産性だけでなく山林の環境保全に今以上力を入れていく必

要があるのではないでしょうか。 

  日々、山の恵みに支えられて暮らしている私たちは、そのような現状を知り、

土壌の劣化を防ぐための対策を、町全体で考え取り組むべき問題だと考えます。

そして、町民の理解を得るためには、具体的な情報の提供と共有が必要と思いま

すので、今以上の情報の発信をよろしくお願いして、次の質問に移りたいと思 

います。 

  次に、不登校児の学びの権利についての質問です。まずは確認になりますが、

前回９月定例会の質問の時点で小学生が５名、中学生が５名の計１０名の児童が

不登校の状態であり、現在も変わらないということでしたが、やず教育支援セン

ターみどりヶ丘教室、フリースクール、サドベリースクールにそれぞれ通ってい

るということでよろしいでしょうか。教育長にお願いします。 

○議長（谷口雅人）  長石教育長。 
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○教育長（長石彰祐）  不登校の現状ということですけども、今現在小学校５名、

中学校５名の不登校、それからサドベリースクールには１１人、智頭町から１１

人ですね、という状況は変化はありません。 

○議長（谷口雅人）  仲井議員。 

○１番（仲井茎）  サドベリースクールに通っている子は、不登校には入ってい

ないという認識でよろしいでしょうか。 

○議長（谷口雅人）  長石教育長。 

○教育長（長石彰祐）  はい、不登校にはカウントしておりません。 

○議長（谷口雅人）  仲井議員。 

○１番（仲井茎）  すみません、そうしましたら１０名の方の児童の方について

お伺いします。個別の話しになってくるとは思うんですけれども、各児童に対し

て、多様で適切な学習の担保をどのように行っているのかをお聞かせください。 

○議長（谷口雅人）  長石教育長。 

○教育長（長石彰祐）  現在の対応状況ですけども、不登校の児童生徒への対応

として本町は前回９月にもお答えしましたけども、町外にはなりますが、やず教

育支援センターみどりヶ丘教室を八頭郡の３町で設けるとともに、学校と連携し

ながら総合的なサポート体制が整い、指導要録上も出席扱いとして認めることが

できる鳥取市と本町ほか２市３町で学習支援をお願いしているすてっぷ、こちら

のほうにも生徒さんが通っております。 

  みどりヶ丘教室では、個に応じた学習進度で学習計画を立てて支援を進めてお

りますし、県のＬＤ等、これは学習障害ですけども、ＬＤ等を専門員にも協力を

依頼し、発達特性に応じた学習指導ができるように教材開発も進めております。

また、１人１台のタブレット端末を常設してｅ－ラーニング教材、インターネッ

トを活用した学習教材や学習システムですけども、これを活用して自分のペース

に合わせて学べるように措置するとともに、学習の基盤となる人間関係づくりに

も体験活動等を組み込みながら進めて、意欲や自己有用感が高まるよう努めてい

るところです。 

  また、学校のみでの対応、この施設に通っていない子どもさんです、児童につ

いては放課後の担任による個別対応であったり、また、ＩＣＴを活用したリモー

トでの学習支援も行っているところです。 

  いずれの支援の場でも、個々の意欲面を高めながら少しずつ学校に復帰できる
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よう、そういうつなぎの継続を努めているところでございます。 

  以上です。 

○議長（谷口雅人）  仲井議員。 

○１番（仲井茎）  みどりヶ丘教室とか、すてっぷに通っている子以外の子の学

習面がどうなっているのかというのが気になって質問させていただきました。一

人一人のサポートはできているということでよろしいでしょうか。 

○議長（谷口雅人）  長石教育長。 

○教育長（長石彰祐）  不登校の方が全員学校に向かっているかというと、そう

いう現状ではありません。みどりヶ丘に５名、それからすてっぷに１名、それか

ら学習支援といいますかＩＣＴを活用した部分、それから担任の先生が時間外と

いいますか、学校が終わってから対応している、そういうような家庭があります

けども、全部が全部学校のほうに向いているというわけではございません。 

○議長（谷口雅人）  仲井議員。 

○１番（仲井茎）  県の教育委員会が出している、不登校の理解と児童生徒支援

のためのガイドブックによると、考え方として学校に登校するという結果のみを

目標にするのではなく、生徒児童が自らの進路を主体的に捉えて、社会的に自立

することを目指す必要があり、大人は児童生徒の意思を十分に尊重しつつ、困り

感に応じた適切な支援が必要である、と記されています。 

  児童生徒によっては、不登校の時期が休養や自分を見詰め直すなどの積極的な

意味をもつこともあります。しかし一方で、学業の遅れや進路選択上の不利益、

社会的自立に対する不安感も存在しています。不登校の時期にあっても、児童生

徒の意思を十分に尊重しつつ、周りの大人がその困り感に応じた適切な支援を行

うことが大切であると書かれてもいます。 

  いずれにしても、個別対応で現実的に支援が難しい状況であるかもしれません

が、必要であれば教職員を増やすなどの対策も考え、社会的自立に向けての選択

肢が少なくなってしまわないよう、切れ目のない支援を考えていただきたいと思

います。 

  そしてもう一つ、保護者の方には大変な負担が生じている場合があります。孤

立してしまわないよう、専門機関の相談窓口などの情報提供も合わせてお願いい

たします。 

  ２項目目の質問に移ります。本町での不登校傾向児童の早期発見、未然予防の
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対応として、学校内の相談室の活用、やず教育支援センターみどりヶ丘教室、ま

た、個々の家庭背景を含めた実態をきめ細かく把握するスクリーニングシートを

導入したり、スクールソーシャルワーカー、スクールカウンセラー、早期支援コ

ーディネーター、要保護児童対策地域協議会と多岐にわたる関係機関と連携しな

がら不登校対応しているとのことでした。前回は、そういった説明をいただき安

心しましたと申しましたが、不登校児に対してどの程度の効果が出ているのか検

証はされているのでしょうか。 

  先日、全国の小中学校の不登校児童が、令和２年度で１９万６，１２７人と過

去最多を更新し、それに伴いスクールカウンセラーも増加されているが、国の調

査では、スクールカウンセラーの増加が不登校の減少に必ずしもつながっておら

ず、資質向上や制度自体の改善を求める声も上がっているとの記事を目にしまし

た。 

  文科省によると、ほとんどの自治体では、１校当たりスクールカウンセラーの

勤務日が週１日以下のため、きめ細やかな対応が難しいと、スクールカウンセラ

ーの人数や勤務日数を増やしたい考えがあるとしています。しかし、全国で唯一

スクールカウンセラーを全市立中学校に常駐させている名古屋市では、平成２６

年から常駐しているが、不登校児童は毎年増え続けているという実績があるそう

です。 

  国のほうでは、予算執行調査を実施しており、スクールカウンセラーが対象と

なった調査で各自治体の聞き取りが行われ、多くの自治体がスクールカウンセラ

ーの資質向上が課題と回答されています。文部科学省では、スクールカウンセラ

ーに対してカウンセリングを行い、保護者に問題解決に向けた助言を行うよう求

めているが、話を聞くだけで助言をしないカウンセラーが目立つということです。

カウンセラーの人数が増えたが専門性の低い人も多く、保護者がカウンセラーを

頼り面談を重ねても具体的な分析やアドバイスもなく、やがて子どもが完全な不

登校となるケースが後を絶たない状況にあります。 

  本町のカウンセラーの方がそういう状況であるということではなく、幾つかあ

る対応策の１つであると思いますが、十分に効果が出ていないということであれ

ば、要因の１つでもあるのではないかと思います。 

  そこで、現状の評価と分析はどのようにされているのか。また、全国的にそう

いった状況にあるという認識を持っていたのか、お聞かせください。 
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○議長（谷口雅人）  長石教育長。 

○教育長（長石彰祐）  不登校の現状は、全国的にもこのコロナでより拍車がか

かっているという状況にあります。前回の答弁で申し上げました心の専門家であ

るスクールカウンセラーなどによる対応は、気になる児童生徒や保護者への心的

なサポートを中心に、小中学校で相談を実施しているもので、不安や心配等を抱

える児童生徒の気持ちに寄り添うとともに、保護者の相談にも対応しており、状

況の改善等の一定の効果は見られたと評価をしております。 

  しかし、不登校児童生徒については、本人の意思を尊重する必要もありますし、

現在お願いしているスクールカウンセラーが県外在住ということもあり、このコ

ロナの状況で来庁できずに、全員の相談実施には至っていないというのが現状で

あり課題であります。 

  早期対応・未然予防が重要になることから、学校での状況はもちろん、アンケ

ートや観察、家庭背景を含めた福祉関係機関等からの情報を共有し、精度の高い

アセスメント、見立てを行って新たな不登校が生じないように支援体制の強化も

進めているところであり、個別の早期対応により少しずつ適応に進展が見られる

児童生徒もあります。 

  今後も、家庭背景を含めて対応するスクールソーシャルワーカー、本日も教育

委員会のほうに勤務をしておりますけども、スクールソーシャルワーカーであっ

たり、児童生徒の特性に係る対応をする特別支援早期支援コーディネーター、よ

そのまちには、なかなかこの早期コーディネーターを配置しているところが全部

というわけではありません。そういうような専門家を配置して多面的な見立てと

対応を行う、そういうことで対応しております。 

  スクールソーシャルワーカーについては、先ほども申しましたように、コロナ

で県外から来庁ができない、オンラインでのそういうカウンセラーということで

すので、なるべく早い時期にこれの解消はと思っておりますけども、このスクー

ルカウンセラーは県からの配置によるもので、こっちのほうからこの人をとか、

そういうシステムになっていませんので、そこのところは県のほうにこういう実

情があるから改善するようにという、働きかけは行っていこうかと思っておりま

す。 

  以上です。 

○議長（谷口雅人）  仲井議員。 
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○１番（仲井茎）  智頭町では、一定の効果があるとのご答弁だったと思います。

直接保護者の方と話をしてみたり、引き続き評価の検証のほうをお願いしたいと

思います。 

  前回の質問のときにサドベリースクールの子どものことを聞いたのですが、そ

の後、懇談が行われたかというようなちょっと質問にないことなんですけど、聞

かせていただいてよろしいですか。 

○議長（谷口雅人）  関連を認めますので、可能でしたら答弁を。 

  長石教育長。 

○教育長（長石彰祐）  サドベリースクールにつきましては、その後状況はよく

もならず、悪くもならず、平行線というところであります。両者が協議はもって

おるわけですけども、意見がちょっと食い違うといいますか、こちらのお話と向

こうとのお話とが平行線というところであります。 

○議長（谷口雅人）  仲井議員。 

○１番（仲井茎）  前回の答弁でサドベリースクールに対して、町として将来の

社会的自立が見込めない状況であるという答弁をいただいておりましたので、聞

かせていただいたんですけれども、そのような問題意識があるのであれば、もう

一層子どもたちに対しての何らかの支援が必要ではないでしょうか。カリキュラ

ムがないから支援してあげないということではなく、どうやったら支援ができる

のかという姿勢で取り組んでいただきたいと思います。その件に関して見解をお

願いします。 

○議長（谷口雅人）  長石教育長。 

○教育長（長石彰祐）  要は、子どもたちが将来大人になって社会的に自立がで

きるかどんなか。それの礎を今、サドベリーが取り組んでいるかどんなかという

ところであります。支援をしない、するとか、そういう問題じゃなしに、サドベ

リーのほうからは支援がしてもらったらフリースクール化するでという表現をさ

れますけども、そういう担保、ちょっとそれはおかしいんじゃないか、そういう

取組をやっているから支援をしてくれというのが、本筋ではないかなと私は思う

わけです。そこら辺の順番がちょっと食い違いがあるということであります。 

○議長（谷口雅人）  仲井議員に申し上げます。関連性については認めますが、

本題からそれておるような状況になっておりますので、元に戻して質問をお願い

します。 
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  仲井議員。 

○１番（仲井茎）  最後の３問目の質問に移りたいと思います。本町ではおせっ

かいのまちづくり宣言をしてから７年になります。令和２年からは、小中学校の

児童を対象に毎月１日おせっかいチャレンジカードの取組をしております。おせ

っかいチャレンジカードの中身は、困っている人に声をかけて、手伝ったり、助

けたりする「声かけおせっかい」、他の人の手伝いなどをしてあげる「思いやり

おせっかい」などです。 

  この目的は、人を思いやる優しい心の基礎づくりと、この取組を広く周知して

いくことと押しつけにならないように、小さなおせっかいをして安全、安心なよ

りよいまちになるようにということです。確かに、意識をしないとなかなかでき

ない部分は誰しもあるとは思いますが、あえておせっかいという本来の意味を大

きく変えてまで、子どもたちに推進していくことが必要なのか。 

  そして、子どもたちに対して７回頑張った人にプレゼントをするということは

適切なのか、とても違和感を私は覚えています。そこで、児童の反応とその効果

についてお聞かせください。 

○議長（谷口雅人）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  智頭町は、先ほど言われましたように平成２７年１２月１

日、おせっかいのまちづくり宣言を宣言しまして、地域の中で、支え合いながら

小さなおせっかいを行い、安全で安心な住みよいまちとなることを目的に、役場

内に各課をまたぐプロジェクトチームを結成し、この７年間いろいろな取組を行

ってまいりました。 

  お尋ねのおせっかいチャレンジカードは、言われましたとおりに人を思いやる

優しい心の基礎づくりと、おせっかいのまちづくりの取組について広く周知する

こと、人と人とのつながりがある温かいまちとして、智頭町に愛着を持ってもら

うことを目的に取り組んでおります。そもそもおせっかいのまちというおせっか

いというのが、意味が大きく履き違えたというような言い方をされましたけども、

いやいや本質は違うんですよと。こういった世の中にあるからあえておせっかい

という名前をつけて、横のつながりをもってもらいましょうよという大きな意味

をもっていると私は思っております。 

  そして、このチャレンジカードをつくったわけですけども、提出されたカード

には、「あいさつの後に相手を思いやる一言を付け加えた」等、日常生活の中で
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行ったちょっとしたおせっかいの内容とともに「温かい気持ちになれた」、それ

から「誰かのために自ら行動することができた」などの感想が本人や家族によっ

て記載されまして、子どもたちの優しい心を育てる一助となっていると、参加者

や周囲からの声を聞いておるところであります。 

  今後、子どものみでなく、子どもから家族、地域、町全体に、相手を思いやる

智頭町ならではのいい意味でのおせっかいが広がることを大いに期待するところ

であります。 

  以上です。 

○議長（谷口雅人）  仲井議員。 

○１番（仲井茎）  親切な行為を自然に身に付けるということに、何ら否定はい

たしませんが、親切な行動に見返りを求める児童が出てこないかということを危

惧しております。 

  そして、もう一つ、先生方の負担になっているのではないかということも危惧

しております。先日新聞の記事で、４日間にわたって学校の先生の長時間労働の

過酷な現状が書かれた記事が掲載されていました。事務作業に追われ、本来の仕

事である授業に注力できないそうです。多岐にわたって人手が不足している中、

こういったことで先生方の時間を浪費してしまうことを懸念しています。子ども

たちに対しては、声高々におせっかいを叫ぶのでなく、ふだんの生活の中でちょ

っとした親切が自然にできるよう促していくことが、我々大人の責任ではないで

しょうか。最後に、教育長として、このような取組に対しての見解をお聞かせい

ただいてよろしいでしょうか。 

○議長（谷口雅人）  指定答弁者は町長となっておりますけれども。 

  仲井議員。 

○１番（仲井茎）  あえてその教育者の立場として、こういう行いをどう考えて

いるかということを聞きたかったんですけれども、よろしいでしょうか。 

○議長（谷口雅人）  よろしいですか、長石教育長。 

○教育長（長石彰祐）  教育委員会としましても、このおせっかいのまちづくり、

先ほども町長申しましたように、本来の目的に沿うものだと思っておりますので、

今後も推進してまいりたい、このように思います。 

○議長（谷口雅人）  仲井議員。 

○１番（仲井茎）  急に失礼いたしました。いずれにしても、目指すところは人
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と人のつながりが大切にされる社会であると思います。今後の取組の中で、私の

ような意見があったということも頭に入れていただけたらと思います。 

  以上で、質問を終わりたいと思います。 

○議長（谷口雅人）  答弁求めますか。 

○１番（仲井茎）  いいです、終わります。 

○議長（谷口雅人）  以上で、仲井茎議員の質問を終わります。 

  暫時休憩します。 

  再開は、議場の時計で１時３５分とします。 

休 憩 午後 １時３１分 

再 開 午後 １時３５分 

○議長（谷口雅人）  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  次に、宮本行雄議員の質問を許します。 

  ５番、宮本行雄議員。 

○５番（宮本行雄）  議長の許可を得ましたので、質問をいたします。 

  今後の育みの郷の構想について、まず、育みの郷構想は７年前、地方創生事業

としてスタートしました。平成２９年９月定例会と令和２年３月定例会で、２名

の前議員が産婦人科医について聞いています。当時の町長は答弁で「命を預かる

ということは安易とは考えていません。自分の考えに賛同してくれる医師を見つ

けようとしている」と答弁しています。現在の産婦人科医の状況と、金兒町長は

今後の対応をどのように考えているのか、お聞かせください。 

  以下の質問は、質問席にて行います。 

○議長（谷口雅人）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  育みの郷構想の質問であります。 

  育みの郷構想の目的は「森林に囲まれた環境で出産の喜び、子育てのすばらし

さを感じられる受け皿の体制づくりを整備することで、新たな雇用の創出や魅力

向上につなげ、移住者の増加を図る」ということであります。これを実現するた

め、これまで受入れ拠点整備など町として可能な支援を実施し、行政としての役

割はある程度果たしてきたというふうに感じております。 

  なお、産科医師の確保については、事業者の思いと同じ方向であることが重要

ということで、当該事業者が主導で行い、先日ヒアリングをしたところ、常駐で

はないが、協力していただける産科医は確保できているというふうに聞き及んで
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いるところであります。 

  以上です。 

○議長（谷口雅人）  宮本議員。 

○５番（宮本行雄）  育みの郷がスタートして、地方創生推進交付金から委託料

がいのちねに、平成２８年から平成３０年の３年間に約１，２００万円が支払わ

れ、令和元年には地方経済循環総合事業として２，５００万円が支払われていま

す。町長が今、答弁されましたように、自然の中での出産あるいは子育てという

ことで、町もできるだけの最善の努力はしているということでございましたけれ

ども、前町長の育みの郷への思いと金兒町長の思いは同じものなのか。また、違

うとすればどの点が違うのか、その点についてお聞かせください。 

○議長（谷口雅人）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  その思いがどうこうということにつきましては、私は前町

長の思いのある程度の部分は分かっておりますけども、１００％分かっておると

いうことは言いにくいので、その違いがこうであるよということはここで申し上

げることはできません。ただ、思い入れの重さは多少違うのかなというふうには

思います。ですので、考え方を極端に１８０度変えて見方を変えるということで

はないんですけども、同じ方向を向いているんだとは思いますけども、重さの違

いは多少違うかなという具合には考えております。 

○議長（谷口雅人）  宮本議員。 

○５番（宮本行雄）  次に、育みの郷では現在どのような事業、相談あるいは講

座が実施されているのか、利用者数の推移はどのようになっているのか、お聞か

せください。 

○議長（谷口雅人）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  いのちねの事業者ということでの、その事業の内容という

ことでありますけども、町の母子保健事業として、事業者ということで委託して

いる事業については「産後ケア事業」、それから「産前・産後サポート事業」、

それから「産前・産後整体事業」、そして「産前・産後子育て相談事業」という

ことで委託をしております。 

  そして、「産後ケア事業」というものは、令和元年度はゼロだったということ

ですけども、今年度は１７件という具合に増えておりますし、「産前・産後の整

体事業」についても、令和元年度は、１８件というものが、２年度では３９件と
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いうふうに増加しているところであります。 

  また、町内施設があるということで、利用する町民にとっては身近な相談の場

が増えたということで、妊娠、出産、子育てを地域で支える環境が整備されつつ

あるんだろうというふうには思っています。 

  ただ、事業者が独自に講演会や妊婦のピクニック、もろもろいろんな相談の事

業が実施されているようですけども、それにつきましては、件数、回数、いろん

なことについては、直接問い合わせて聞いていただければというふうに思います。 

○議長（谷口雅人）  宮本議員。 

○５番（宮本行雄）  現在では、いのちねは法人化されています。そして、町よ

り無償譲渡された施設を利用しておられると思います。しかし、いのちねのパン

フレットには様々な活動、事業が紹介されています。いずれにしても育みの郷の

大きな柱となるのが、いのちねだと。いのちねのパンフレットには、いのちねが

大切にする４つのことが書かれています。その中には、かけがえのない命、かけ

がえのない人生、豊かな暮らしができるような助け合い、分かちあい、支え合い

の地域づくり、仲間づくり、町おこしに力を注ぎます、とあります。 

  そこで、今後の育みの郷の事業等について、具体的な構想を町としてどのよう

にお考えか、お聞かせください。 

○議長（谷口雅人）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  育みの郷構想につきましては、本町の地方創生の一環とし

て進めてきましたけども、先ほど答弁したとおり、行政としての一定の役割は果

たしてきたというふうに思っております。現在は、子どもと女性の健康づくり、

そういったことなど連携すべき部分での関わりは、これからももっていきたいと

いうふうに思っております。 

  このために、今後の運営についても、当該事業者が主体となって実施していか

れることになるんだろうというふうには思います。行政として公益性のある業務

については、できる限りの支援をしていきたいというふうに思っておりますけど

も、これからは官民連携ということで、母子保健の充実ということを願っており

ます。 

  以上です。 

○議長（谷口雅人）  宮本議員。 

○５番（宮本行雄）  そこで提案ですけれども、今、町長答弁されました行政と
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しての取組、そのことについてはある程度果たしてきたと、しかしながらこうい

うことはできないものか、提案させていただきます。 

  例えば、山郷地区の住民の方々を対象とした、現在行われているようなヨガで

あるとか、整体であるとか、様々な相談などの事業をすることにより、そこから

町内に広げていくこと、あるいは、高齢者の方と若い夫婦さん、子どもを含めて

の交流を深めるような事業、例えば、子ども食堂とかができないものなのか。こ

のことについて、町長はどのようにお考えでしょうか、お伺いします。 

○議長（谷口雅人）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  確かに、今、議員言われることは大変いいことなんだと思

います。ただ、先ほど言いました、行政としての公益性のある業務についてはで

きる限りの支援ということがあります。ですので、行政のほうからあれをしなさ

い、これをしなさいということでなくて、事業者のほうからこれがしたい、あれ

がしたい、でもこれが足りないから行政何とかしてもらえるかなとか、そういう

事態になったときには相談に乗りたいというふうには思います。 

○議長（谷口雅人）  宮本議員。 

○５番（宮本行雄）  それでは、最後にもう一度言いますけれども、前町長が議

会の一般質問で答弁しておられる、命を預かることは安易とは考えておりません、

と言われております。そこで、私は妊婦さんの思い、望み、そして心配なことは

生まれてくるであろう赤ちゃんの命、お母さんの命のことだと思います。やはり、

理想や思いだけでは命は守れないと思います、救えないと考えます。言うまでも

なく、命が一番大切だと思いますが、町長の考えをお聞かせください。 

○議長（谷口雅人）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  私も命が一番だと思います。地域が親がという以上に、先

ほど議員言われましたように、やはり生まれてくる子どもの命なんですね。それ

が全てだというふうに思っています。ですので、そこを最優先に考えていきたい

と、これは育みの郷であろうが、何であろうが一緒なんで、基本的には智頭町の

中での行政サービスの第一義として、やはり生まれてくる子どもを大事に、生め

るようにする、そしてそれを育てていく、そういったことを第一義に考えている

というふうに、これからもしていきたいし考えております。 

○議長（谷口雅人）  宮本議員。 

○５番（宮本行雄）  私の質問は以上にて終わります。 
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○議長（谷口雅人）  以上で、宮本行雄議員の質問を終わります。 

  暫時休憩します。 

  再開は議場の時計で２時ちょうどです。 

休 憩 午後 １時５１分 

再 開 午後 ２時００分 

○議長（谷口雅人）  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  次に、谷口翔馬議員の質問を許します。 

  ７番、谷口翔馬議員。 

○７番（谷口翔馬）  傍聴の皆様、最後まで傍聴していただきありがとうござい

ます。それでは、議長の許可をいただきましたので、質問をいたします。 

  近年、日本各地で異常気象が見受けられています。ここ本町でも、平成２９年

１月では記録的な大雪、平成３０年７月では記録的な豪雨が観測されるなど、ま

すます今後の対策強化の必要性を感じるところです。現在、議会では集落議会報

告会を行っています。町民の方との意見交換で、除雪の強化を求める声がある中、

豪雪地帯である本町では高齢化が進み、将来を見据えると集落内除雪体制に限界

がくると思われ、今後、集落内除雪が課題となってくると思われますが、町長は

どのように認識し、対策をどう考えているのか、お聞かせ願います。 

  以下は、質問席にて行います。 

○議長（谷口雅人）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  谷口翔馬議員の質問にお答えします。 

  まずは、町の除雪事業の現状について説明させていただきます。現在、除雪計

画に記載された約８０の路線・公共施設を、町内建設業者及び資格を有する町の

職員が特殊車両を用いて除雪作業を行っております。この機械除雪では、緊急輸

送道路や重要施設に接続する幹線道路を最優先に、バス運行路線、補助幹線路線、

そして生活道路を中心に除雪を行い、災害時の交通確保や経済活動の停滞防止は

もちろん、住民生活の不便解消を図っているところであり、要望があれば、可能

な範囲で路線の追加、除雪区間の変更を行うなど試行錯誤を重ね、現行の除雪路

線となっております。 

  また、機械除雪が行き届かない狭小道路や歩道につきましては、希望される集

落・組織等に小型歩道除雪機を無償で貸与し、地域の力をお借りした除雪をお願

いしているところであります。 
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  議員の高齢化が進む中での集落内除雪をどう考えるかとのご質問ですけども、

やはり、除雪作業は公共サービスとして行政が行うべきという住民の意識やニー

ズが高いものであるということは十分認識しております。しかしながら、町管理

道全ての除雪を行政が行うということは人的、予算的にも困難であるということ

は言うまでもありません。 

  そこで、自助・共助による除雪を継続してお願いしていくしかないと考えるわ

けですが、こちらも議員がおっしゃるとおり、高齢化や人口減少によってその対

応が困難となっていくこと、これが予測されますので、個人・地域・行政の役割

を明確にし、それぞれが理解・協力しながら、高齢化社会の除雪対応、サポート

体制を共に作り上げていく必要があると思います。 

  幸いわが町では、既に６０もの集落が「支え愛マップづくり」に取り組んでい

るという実績があります。この取組は、集落版ハザードマップの作成など、防災

に関する事案が中心となっていますが、もう一つ「地域づくり」という目的も持

ち合わせております。地域による支え合い除雪、これをテーマに、活動のさらな

る充実をお願いし、難題である雪問題に立ち向かうこと、その結果、地域の実情

に即した持続可能な除雪対策を構築することで、地域の絆が深まり、地域力の向

上につなげることができたらというふうに考えております。 

  また、先ほども少し触れましたが、小型歩道除雪機の無償貸与ですが、こちら

も定着しておりまして、平成２５年以降、これを見ても、３６の集落・団体、こ

れに活用していただいております。こういったことを引き続き、継続していく所

存であります。 

  以上です。 

○議長（谷口雅人）  谷口議員。 

○７番（谷口翔馬）  町長の答弁は、地域の支え合い除雪を進めていくんだとい

う答弁と認識いたしました。冒頭でも少し言いましたが、各集落から除雪に対す

る要望がとても多いです。これは、高齢化、人口減などに伴って現在の体制では

持続可能には難しいことが挙げられてきます。冬期において集落ごとの状況把握

を現在どうやって行っているのか、これも年々変わってくるものだと思われます

ので、今後どうやって把握していくのか、考えがありましたらお聞かせ願います。 

○議長（谷口雅人）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  除雪だけということでなくて、これまで山村再生課が行っ
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てきた座談会、福祉が行ってきた座談会、そういったことも１つの企画になるん

ではないかと思います。そして、コロナがある程度終息したら、そういったこと

ももっと活発にできていくんではないかと思います。そうしたら、それぞれの地

区あるいは特に集落の座談会みたいなものを通じて、そういう情報は取得してい

きたいと、そうしたそういった情報に対しての対応をできる限りやっていきたい

というふうに考えております。 

○議長（谷口雅人）  谷口議員。 

○７番（谷口翔馬）  １つの前提として、緊急車両も通行がスムーズに行えるの

かが挙げられてくると思われます。来年からできる取組として、現在例外を除く

限り町道のみの除雪としているが、町道以外でも除雪機が通行できる集落道の路

線追加、以前に苦情等で除雪路線を外した集落に対しての再確認を実施すること

が挙げられてくると思われますが、町長のお考えをお聞かせ願います。 

○議長（谷口雅人）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  町道の中でも、地域のほうからここはかいてももらわなく

てもいいよと、１０年前、２０年前はそうだったけども、それがだんだんここは

かいてくれということが出てくるかも分かりません。いろんな状況の変化がある

んだろうと思います。また、せっかくという言い方がいいのかどうか分かりませ

んけども、まちの方針として町道を除雪した、ところが家の前に壁になったとい

って苦情を言ってこられる方もあるわけです。 

  ですので、そういったことも含めて地域の方の協力を得ながらでないと、この

除雪というものはできません。町道であっても、路上駐車をされたりするとどう

しても除雪が不可能になります。そういった一方的な行政からの意向だけでなく、

地域の方と一緒になった除雪というものを考えていきたいというふうに思ってい

ます。 

○議長（谷口雅人）  谷口議員。 

○７番（谷口翔馬）  町長の先ほどの答弁にあったように、集落の座談会を積極

的にやっていって、集落ごとの対策等をとれれば町民からの要望も減ってくると

思いますので、しっかり検討していただくことと、町民の生命・安全・財産を守

るためには、高齢化が進めば進むほど本町で取り組んでいる小型除雪機貸与によ

る住民での対応のみではできなくなってくると思われ、除雪体制の強化は今現在

からしておかなければならないと思われます。除雪は雪をどちらかに寄せなけれ
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ばいけないので、集落内となれば苦情も出ると思われますが、まずは除雪に対す

る町民の方の理解を求め、あとは集落ごとでの意思を出していただくことが重要

だと思います。 

  そして、町と建設業者との連携を図る上で、作業員の人出不足という問題も挙

げられてくると思われますが、鳥取県や本町で行った除雪機械運転手育成支援の

おかげもあって、智頭町の業者では近年少しずつではありますが、増えてきてい

るのが実情です。町民の生命、安全、財産を守るためにも検討願います。 

  そして、路線拡大等で対応できない狭い集落道、高齢者対応等の対応について

は、共助除雪体制として、島根県飯南町で行われている、「きめ細やかさで高齢

者を支えるスノーヘルパー」という事例があります。これは、高齢化により自ら

の力で除雪ができない世帯が増加する中、平成２９年度に、地域で男性による雪

かきボランティア赤名スノーヘルパーを組織し、令和元年度には、見守り活動を

重ねた女性による雪かきボランティアを結成しています。高齢者ひとり暮らし世

帯を直接訪問し、聞き取りを行う上で、積雪時に備え、より具体的な除雪場所を

把握し除雪を行う事業であります。 

  このような事例等が国交省のほうで出ておりますので、それを参考にし、本町

でも取り組むべきだと思われます。そして、この智頭町の中で町なのか、業者な

のか、それとも新しい組織などが地域づくり協同組合に参入し、冬期の仕事とし

て大型除雪機以外の除雪を行って、共助除雪の推進を図ってはどうかと思われま

すが、町長のお考えをお聞きします。 

○議長（谷口雅人）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  今、協同組合のことを言われました。その辺のところで協

同組合が動くということになれば、町もそれなりの後押しをしていきたいと思い

ますけども、この辺はちょっと少し協議をしていかなければならないかなという

ふうに思います。 

  これまで、大雪が降って先ほど言われましたような独居老人など高齢者世帯が

雪をかけない、特に大量に降ったときの屋根の雪おろしができないというような

状態があったときには、当時のシルバー人材センターが動いたような経緯もあり

ます。ですので、新たなということもありますけども、今ある組織を使うという

ことも考えていきたいというふうに思っています。 

○議長（谷口雅人）  谷口議員。 
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○７番（谷口翔馬）  協議していくと前向きな答弁をいただきました。そして、

町民の声としても挙がっていますし、やはり、豪雪地帯である本町、高齢化が進

んでいる本町では、現在、そして、今後持続可能な除雪体制を今から考え、打ち

出して行くべきだと考えます。今後も除雪に対して町長も前向きに考えていると

認識したのですが、再度除雪全体として町長の考えをお聞かせ願います。 

○議長（谷口雅人）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  基本的にはさっき言われたようなこと、まちが全部ひっく

るめて請け負ってすれば可能になるんではないかと思いますけども、そうすれば

多大なる費用がかかります。ということは、それに対するかわりの事業ができな

くなる可能性もあります。ですので、基本的には自助・共助の部分をいかに皆さ

んに理解していただいて、そこができないところをこうという分野がいかに皆さ

ん方のためにそれを行っていくか、そういうスタンスになるんではないかと思い

ます。ですので、このことの基本は変えずにできるように、皆さんと話をしなが

らということしかないんだろうというふうに思います。 

○議長（谷口雅人）  谷口議員。 

○７番（谷口翔馬）  やはり一番は町民の生命を守り、安全安心な生活、そして

総合計画にも書いてあるように、一人ひとりの人生に寄り添えるまちを目指して

いかなければならないです。共助除雪体制をつくっていく上で国交省のほうもそ

れに対する補助としている事例もありますので、ぜひ、検討していただきたいと

思います。 

  そして、次の質問に入らせていただきます。新型コロナの影響もあり、集客数

が下火になっている森林セラピー事業の打開策を今後どう展開していくのか、町

長のお考えをお聞きかせ願います。 

○議長（谷口雅人）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  新型コロナウイルスの感染拡大に伴いまして、昨年度と今

年度は森林セラピーの受入れを大幅に制限せざるを得なかったと、こういう状況

が続きました。ここしばらく、国内ではコロナ禍が終息の兆しが見えているとい

うふうな感じですけども、また新たな変異株の出現ということでどうなるか分か

りません。第６波がくるんではないかという懸念もあります。 

  こういった中で、森林セラピーの受入れについても先行き不透明な部分があり

まして、ここしばらくは続いていくんではないかというふうに思っております。
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ある程度そういったことも思いながら、原因がある程度はっきりしていますので、

このコロナという流れが消えたときに十分な受入れ態勢が維持・発展できるよう、

これまでと同じように森林セラピーについてのコマーシャルといいますか、ＰＲ

といいますか、そういったことをやっていきたいというふうに思います。 

  これまで企業研修というようなところも含めてやってまいりました。この企業

研修も少し下火になっておりますので、新たな企業というものを確保するような

流れもつくっていきたいと思っております。いずれにしましても、このコロナウ

イルスの感染拡大というか感染縮小というか、こういう状況を見ながら対応して

まいりたいというふうに思っております。 

○議長（谷口雅人）  谷口議員。 

○７番（谷口翔馬）  先月、議会で森林セラピー体験をさせていただきました。

体験してみて私はとてもリラックス効果が得られたと感じることができました。

智頭町にはこんなにも豊かな自然、そして体験がある中で、多くの町民の方々が

体験されていないのが実情です。それに当たって小中学校等でも遠足として利用

することで地元のリピーター増加になると感じますが、町長の考えをお聞きかせ

願います。 

○議長（谷口雅人）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  場所的には本当にいいんだと思います。芦津にしても天木

にしても、それから横瀬にしても。学校の分野でいう遠足というのと、セラピー

のすみようとか場所とか、そういったものがマッチするかどうかというのが分か

りませんので、今、遠足がわりにそこにしますという断言はなかなかしにくいと

は思います。その辺についてもそれは学校運営との協議ですので、ある程度それ

はできていくんではないかというふうに思いますけども、この段階でそうですね

ということはなかなか言いにくいかなと思います。 

○議長（谷口雅人）  谷口議員。 

○７番（谷口翔馬）  やはり小中学校生、子どもからこの智頭町に住んでいる限

り、自然と触れ合う機会が多くなればなるほど、この智頭町の思い入れも変わっ

てくると思われますので、しっかり検討のほうを願いたいと思います。そして、

たくさんの方々に智頭町の自然に触れていただきたいとの思いで、本町としても

魅力的な自然を生かしたキャンプ等で利用できる多目的な広場を森林セラピーロ

ードに整備する考えはないか、町長のお考えをお聞きいたします。 
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○議長（谷口雅人）  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  広場というのが当たっているかどうかちょっと分かりませ

んけども、ある程度大きな広場、山郷の横瀬についてはセラピーロードが始まる

手前のところにきちんと広場があります。天木ではもう広大なところがあります。

芦津については広場というようなところは少しないですけども、終わりの当たり

ですか、終点ぐらいのところにあずまやとかハンモックをつるせるようなところ

があります。あの辺が広場といえば広場なんでしょうけども、議員の言われる広

場というのがどの程度の広場なのかちょっと分かりませんけども、そのくつろげ

る場所はある程度あるんではないかと、ないとすれば小学校裏の路線ぐらいしか

ないのかなというふうに思いますけども、あえてなかなかそこの場所に木を切り

開いて造成して広場をつくるということも少し考えものかなと思います。ですの

で、今あるそういった地形に合わせた区域を有効に利用していただければという

ふうに思います。 

○議長（谷口雅人）  谷口議員。 

○７番（谷口翔馬）  その森林浴の効果、森林を利用して心身の健康維持、増進、

疾病の予防ができるキャンプとなれば、森林セラピーのほうも魅力につながって

くると思われますし、キャンプ利用可となれば、民泊以外の選択肢ができ、若者、

親子連れの新規獲得、リピーター増加につなげやすいと感じます。先日の百人委

員会での部会提案であったツリークライミングなどの多様な使い方などをするこ

とによって、周知の輪はおのずと広がってくると思われますし、森林セラピーで

のキャンプを観光の一部として扱い、運営を観光協会で行うことにより収益化で

きる事業になり得ると思われますので検討を願い、次の質問に入らせていただき

ます。 

  子育て世代の町民の声で、子ども物品、ベビーカー、チャイルドシート、ベビ

ーベッドなどの貸出しがあったらいいなとありました。本町はとても子育て世代

に手厚い政策があると、私も子育て世代の一町民として感じているところでござ

います。この貸出しを導入することで、子育て世代の経済的支援につながり、よ

り一層、手厚い政策となると思われますが、子ども物品等の貸出し等を導入する

考えはないか、教育長のお考えをお聞きいたします。 

○議長（谷口雅人）  長石教育長。 

○教育長（長石彰祐）  谷口翔馬議員の子育て物品の貸出し事業についてお答え
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します。 

  本町では、現在子育て支援センターで乳幼児向けのチャイルドシートの貸付事

業は行っております。貸付物品としましては、新生児用のベビーシー卜、チャイ

ルドシート、ジュニアシートを、期間は基本６カ月としておりますけども、貸出

しを行っております。 

  以上です。 

○議長（谷口雅人）  谷口議員。 

○７番（谷口翔馬）  本町でもベビーシート、チャイルドシートの貸出しを行っ

ている、この６カ月間ということであります。その鳥取県交通安全協会でも、ベ

ビーシート、チャイルドシートの無料貸出しも行っております。これも昨年度実

績で、４３９回の貸出しがあり需要はありますが、１カ月未満と、そして本町の

ほうは６カ月未満ということがあります。 

  八頭町では、子ども用品リユース事業が行われております。昨年度は５９人の

方が、子どもが大きくなったりして、使わなくなった子ども用品を使える方にリ

ユースしたとのことでした。この事業はとてもいい事業だと思うので、参考にし

ながら、子どもが大きくなり、いらなくなったものを寄附していただき、新しい

方につなげる仕組み、リユースを本町としても考えてみてはどうかと思われます

が、教育長の意見をお聞きかせ願います。 

○議長（谷口雅人）  長石教育長。 

○教育長（長石彰祐）  谷口翔馬議員の言われるように、今現在はチャイルドシ

ートのみですけども、ほかにレンタルが可能なものとして例えばベビーベッドで

あるとか、ベビーカーであるとか、こういうことのレンタルが考えられます。ほ

かにもベビーバス、ベビーチェア、それから、歩行器だ、ベビーサークル、いろ

んなものが子ども用品、特に使える期間が限られていますよね、大人になってか

ら使えるものでもないですし、そういうようなところで、なかなか子どもさんの

少ないご家庭にとってはお兄ちゃん、お姉ちゃんの順々にというところがなかな

か上手に回らんという実態もあろうかと思います。 

  一番の問題は保管のスペースです。八頭町でリユース事業ということでありま

すけども、保管するスペースがなかなか限られておって、今現在でもチャイルド

シートで結構なスペースを子育て支援センターで占有しておりますので、そこら

辺のところはそういうスペースがあれば、考えることはできるのかなと思ってお
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ります。 

  なお、子ども食堂では、子ども服や子ども靴、これの仲介は行っているようで

ありますし、子育て支援センターでは年明けの来年の１月中ごろですけども、リ

サイクルのマーケットを予定しておったり、また、各地区の公民館の公民館祭、

それからほのぼのフェスタ、こういうようなところでも子育て物品のリサイクル

マーケット、こういうようなことも行われておりますので、そういうようなこと

を介して子どもさんの子育て支援、そういうふうなことができるんじゃないかな

と思います。なかなか保管するスペースがなくてできないとう実態はご理解くだ

さい。 

  以上です。 

○議長（谷口雅人）  谷口議員。 

○７番（谷口翔馬）  このリユース事業をすることで、子育て支援の充実につな

がり、若者の魅力、定住にもつながります。そして、本町が選定されているＳＤ

Ｇｓ未来都市の観点から見ても取り組むべきだと思われますが、再度この件に対

して今後検討していくのか、再度お聞きいたします。 

○議長（谷口雅人）  長石教育長。 

○教育長（長石彰祐）  必要性は認識しておりますので、そういう問題が解決に

向けて検討してまいりたい、このように考えます。 

○議長（谷口雅人）  谷口議員。 

○７番（谷口翔馬）  前向きな答弁と受け取りましたので、若者のニーズ等を加

味しながら行うことで、人口減、若者流出防止にもつながってくると思われます

ので、しっかり検討を願い、時間がきましたので、私の一般質問を終わらせてい

ただきたいと思います。 

○議長（谷口雅人）  以上で、谷口翔馬議員の質問を終わります。 

  以上で一般質問を終わります。 

  本日の日程は全部終了しました。 

  本日は散会します。 

 

散 会 午後 ２時２９分 
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